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富山大学を卒業した者 に授与す る• 平成 4 年度大学入学者選抜大学入試4砂
15 学位 に関す る申合せ事項セ ン タ ー 試験入試担当者連絡協議会
16 富山大学学則の一部改正• 3 （第 1回）の開催
16 富山大学理学部規則の一部改正4砂第24回東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区国立大学4砂
17 富山大学教養部規則の一部改正• 4 経理系部長会議の開催
富山大学大学院理学研究科委員会• 平成 3 年度外国人留学生との懇談会• 
18 規則の一部改正5 の実施
富山大学学則等の一部を改正 す る• 平成 3 年度 （第29回 ） 体育系サー ク ル4砂
18 規則の制定6 リー ダー研修会の実施




19 レクリエーション平成 3 年度国際交流事業基金に よ る4砂
23 海外渡航者8 各種事業の採択 一覧
25 息；商貝職平成 3 年度国際交流後援会事業の4砂















去 る 8 月 21日 （水） 高志会館を会場 に 、 大 学 入 試 セ
ン タ ー 主催 ・ 本学協力 に よ り 「平成 4 年度大学入 学 者
選抜大学入 試 セ ン タ ー 試験入試担 当者連絡協議会 （ 第
1回）」が開催 さ れ ま し た 。
こ の 会議 は 、 平成 2 年度から ス タ ー 卜し た 大学 入 試
セ ン タ ー 試験を利 用 す る 東海 ・ 北陸地区 の 国 公私立 大
学入試担 当 者が一同 に 集 い 、 当該 年度 の大学入試 セ ン
タ ー 試験 の 実施上 の留意点等 に つ い て 説 明 ・ 協議す る
会議で、 毎 年開催 さ れ る もの で す が 、 今 年 は 本 学 が開
催 協 力 す る こ と に なったもの で す 。
会議で は 、 大学入試セ ン タ ー から松本副所長はじ め
事業部長等 5 名 の 幹部職員が説明 に 当 た り 、 大学 関 係
者 は 、 本学の学生部長、 学生部 次長、 入試課長等 の 本
部職員 と 各 学部 ・ 教養部 の 学務係長 ・ 教務係長 な ど 13
名 の 教職員を含む25大学103名 が出席 し 、 熱心に 説 明
を聞きメモを取って い ま し た 。
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第24回東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区経理系部長会議 が 、 去
る 8 月22 日 （木） 、 23 日 （金） の両 日 本 学 が 当番 校 と
な り 、 本学事務局大会議室 で 開 催 さ れま し た。
会議 は 、 地 区 の15 国立大 学 の 経理系部長 が参加 し 、




な お 、 会議の 協議事項等 は次の と お り 。
（伺い事項）
1 . 平成 4 年度 の 概算要求 に つ い て
2 . 平成 3 年度予算 の執行 に つ い て
（補正予算及び予算 の 見 通 し について〕
3 . 会計検査院の 平成 3 年度検査状況 について
（協議事項）
1. 大型設備 の 調達 に 係 る 仕様策 定等 に 関 す る 取扱
い に つ い て
2 . 次期当番 校 に つ い て
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国立若狭湾少年自然の家を中心に
外国人留学生と懇談
毎年恒例 と なって い る 外国人 留学生 と 教職員 と の 見
学旅行を兼ねた懇談会 が、去 る 9 月30 日 （月） から10
月 1 日 （火） の 1 泊2 日 の 日 程 で 国立若狭湾少年 自 然
の 家 に お い て実施 さ れました 。 こ の 懇談会 は、中 国 ・
マ レー シ ア ほか13カ国56名 の 留学生等 と 本学 国際交流
委員会留学生部会委員、日 本語 ・ 日 本事情担当 教 官 等
16名、合 わ せ て72名 の 参 加 で 行わ れま し た 。
初 日 は、福井県の三方五湖 レイ ンボ ーライ ンの景観
参加者も増え、一層の交流を図る
を満喫 し た後、同 自 然 の 家 に お い て 懇談会 が行わ れ、
留学生の 自 己紹介やお 国 自 慢の歌な どが披露さ れ、和
気あ いあ い の うち に お互 い の親睦 と 交流が十分深 め ら
れま し た 。
また、二 日 目 に は、同 自 然、の 家 の 職員 の指導 の も と
若狭地方 の伝統工芸である 若狭塗 り 箸や和太鼓に 挑戦
す る など 日 本 の 文化 に も触れ、楽 し いひ と と きを過ご
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｜合 宿 研 修
｜平成3年度（第29回）体育系サークルリーダー研修会
一一一 64名 の 次期 リ ー ダ ー が真剣 に 取 り 組 む 一一一
平成 3 年度体育系サ ー ク ノレリ ー ダ ー研修 会 が 、 去 る
9 月 26 日 （木）から 9 月28 日の 2 泊3 日の 日 程 で 、 上
新川郡大 山町の 山 野スポー ツ セ ン タ ー で実施 さ れ ま し
た。
今年度は 、 体育系サー ク lレ、 体育会役 員ら 64名 の 学
生 の 参加 で 行 わ れ 、 次期サー ク ノレ リ ー ダ ー と し ての 資
質 向上を目指 し て、 講義、 分科会、 実習 と 真剣に 取 り
車且み ま した。
中 でも分科会 で は 、 「魅力あ る ク ラ ブ作 り 」 「充実
し た ク ラ ブ活動 と は？」の 2 つのテー マ で 、 各 サ ー ク
lレ活動の 在 り 方や、 体育系サ ー ク Jレ の 現状、 問 題点等
に つ いて検討 し 、 活発 な 意見交換が行わ れ 、 日 頃交流
の 少 な い 各 サ ー ク lレ聞の相互理解 と 親睦を深 め る こ と
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理学部生及び理学研究科生を対象に
砂 交通安全講習会を実施 ‘ 
去 る 9 月 19日 （木） 黒田講堂 に お いて、 理学 部 生 及
び理学研究科生を 対象 に 交通安全講 習 会 が実施 さ れま
し た 。
こ の 講 習 会 は 、 同 学部学生が昨年 に続き本年 8 月 に
も人命を失う悲惨 な交通事故をひき起こす など事故が
頻発したこ と を憂慮して、 急拠実施 さ れ たも の で す 。
講 習 会 で は 、 講習 に先立 ち 、 松本理学 部長から 、 こ
の よ う な 交通事故を二度 と 惹起す る こ と の な い よ う十
分注意を喚起 さ れ る と と も に 、 交通事故の悲惨 さ の 現
状を強 く 訴えられま し た 。
次い で 、 詩師 の富 山警察署交通課企画係長から 、 増
加す る 交通事故の現状 と 運転者の交通 マナーの遵守な
ど に ついて事例を交えて講話があ り 、 ほぼ満 員 と な っ
た 黒田講堂ホ ー ル の聴衆 に 交通事故の悲惨 さ を改 め て
認識 さ せ る 絶好 の 講習 会 と な り ま し た。
人 事 異 動
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動刷の所属官職 異 動 内 ぜ壬ヨでt 
採 用 3. 8. 2 細川 智司 技能補佐員（施設課機械操作手）
3. 9. 岡田 裕之 講 師 （工学部）
3. 9. 2 津田 明彦 技術補佐員 （経理部主計課）
，， 浅野 一夫 ノノ ，， 
II 多胡 久 ，， ，， 
／／ 森野 勇 ノノ ノノ
ノ／ 平井 徹 ノノ ／／ 
／／ 梅田 智子 臨時用務員 （教育学部作業員）
II 太田 茂徳 事務補佐員 （附属図書館）
／／ 林 敏和 ／／ ノノ
／／ 中村 繁之 II ，， 
3. 9. 24 川原 京子 事務補佐員 （附属図書館）
3. 10. 1 早川英治郎 講 師 （教養部）
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異動区分 発令年 月日 氏 名
採 用 3. 10. 1 横畑 泰志
／／ 池田由紀子







配置換 3. 10. 1 神谷 重徳
臨時的任用 3. 9. 2 上村美恵子
休職更新 3. 9. 13 大杉 丘買孟え
百字 職 3. 8. 31 吉田 公美
3. 9. 27 寺崎 章二
3. 9. 30 藤井 和美
退 職 3. 9. 2 上村美恵子
3. 9. 20 今村 志保
育児休業 3. 9. 2 中西真由美
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ノノ ，， ノノ ／ノ
ノノ ノノ ／ノ ノ／
講 師（ ／／ 助教授（ ノノ
文部事務官（庶務部人事課） 庶務部人事課職員係職員主任
教 授（教育学部） 教 授（上越教育大学学校教育学部）
教 諭（教育学部附属養護学校）（～4. 3. 31) 
文部事務官（教養部） 休職の期聞を平成 4 年 3 月 12 日 ま で更新す る
事務 補 佐員（附属図書館） 辞職を承認す る
教 授（教育学部） 辞職を承認す る
事務 補 佐員 （教育学部） ノノ
教 諭（教育学部附属養護学校） 平成3年9月 1日限り任期満了により退職した
，， ，， 間 属 中学校） 平成3年9月19日限り II 





平成 3 年度本学国際交流事業基金 に よ る 各種事業 に次の と おり18件が採択 さ れ ま した。
0 第3種外国留学への奨学事業
氏 名 ｜性別｜ 所属学部 ・ 学科 ｜ 指 導 教 官 ｜ 留 学 先 ｜ 留 学 期 間
板 谷 麻 タ ｜ 女 ｜ 人 文 学 部 人 文 学 科 ｜ 河 村 貞 枝 教 授 ｜ ハル大学 ｜ 平成 3 年 9 月 1 日 ～
西 洋史学 コ ー ス 4 年 （英 国） ｜ 平成 4 年 5 月 30 日
0 第3種外国人留学生への奨学事業
氏 名 性別 国 籍 所 属 ． 学 年 身 分 滞 在 期 間
磨、 麗 建 男 中 国 人 文 科 学 研 究 科 大学院生 元. 4. 1～ 4 .  3. 31 
日 本 ・東 洋 文 化 専攻2 年
任 建 宏 男 中 国 人 文 科 学 研 究 科 大学院生 63. 4. l～ 4. 3. 31 
日 本 ・ 東 洋 文 化 専攻2 年
張 小山民 男 中 国 工 且寸ι一 研 ηブ恒L 科 大学院生 2 .  4. l～ 4 .  3. 31 
金 属工学 専 攻 2 年
キト t艮 貞 女 韓 国 人 文 科 学 研 究 科 大学院生 2 4. 16～ 5 .  3. 31 
日 本 ・ 東 洋 文 化 専攻1 年
林 文 欄 女 中 国 経 済 学 研 究 科 大学院生 3 .  4. l～ 5 .  3. 31 
























女 マ レ ー シ ア
男 マ レ ー シ ア
男 中 国
男 マ レ ー シ ア
女 」口ふ、 湾
男 中 国
男 マ レ ー シ ア
男 車意 国








物 理 学 専 攻 1




電 気 工 学 専 攻 1 年
経 済 �以－． 部
経 済 学 科 1 年
経 済 悼二子九 部




経 営 a弓M．ー 科 1 年
経 済 A弓�：..ι 部
経 営 子ふ与4 科 年
経 済 ザ－＂＇． 部
経 営 ム-7-主ゐ 科 1 年
経 済 A寸't 部
経 営 学 科 年
工 寸ムuニー． 部
電 子 情 報 工 学 科 1 年
工 号＂＇＂＂与． 部
電 子 情 報 工 学 科 1 年
工 且4 部
機械シ ス テ ム 工 学 科 1 年
工 子"-'t 部
機械 シ ス テ ム 工 学 科 1 年
第326号
身 分 滞 在 期 間
大学院生 3 .  4. 1～ 5. 3. 31 
大学院生 2 .  10 . 1～ 4. 3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7 .  3. 3 1  
学部学生 3 .  4. 1～ 7. 3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7 .  3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7 .  3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7. 3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7. 3. 31 
学部学生 3 .  4. 1～ 7 .  3. 31 
学部学生 3. 4. 1～ 7. 3. 31 
学部学生 3. 4. 1～ 7 .  3. 31 
学部学生 3. 4. 1～ 7 .  3. 31 
平成3年度国際交流後援会事業の採択一覧
平成 3年度富 山大学国際交流後援会によ る 外国人留学生への宿舎費補助に， 次の とお り 20件が採択さ れました。
氏 名 性別 国 籍 所 属 ． 学 年 身 分 滞 在 期 間
張 小 眠 男 中 国 工 Aす以L， 研 の7恒l,. 科 大学院生 2 .  4. l～ 4 .  3. 31 
金 属 工 学 専 攻 2 年
田 培 丹 女 中 国 人 文 子Aふ4ー弘 部 学部学生 3. 4. 1～ 7. 3. 31 
人 文 学 科 1 年
金 英 蘭 女 韓 国 人 文 件子ゐー 部 学部学生 3. 4. l～ 7 .  3. 31 
語 学 文 学 科 l 年
霊リ 晶 紅 女 中 国 人 文 学 部 学部学生 3. 4. l～ 7. 3. 31 
語 学 文 学 科 l 年
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氏 名 性別 国 籍 所 属 ． 学 年 身 分 滞 在 期 間
CHU sou 女 マ レ ー シ ア 経 済 + 以， 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
SAN 経 済 学 科 1 年
HIEW SIEW 女 マ レ ー シ ア 経 済 A子Lら 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7. 3. 31 
MAY 経 済 学 科 1 年
簡 雅 慧 女 」ロ品、 湾 経 済 一A子ム
ι 部 学部学生 3 .  4 .  l～ 7 .  3. 31 
経 営 学 科 1 年
歌 志 宏 男 中 国 経 済 弓"'"t 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31  
経 営 学 科 年
KHOW YIP 男 マ レ ー シ ア 経 済 A弓ふ」L与 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
KHENG 経 営 学 科 年
徐 主革 男 中 国 車圭 済 A子ム！： 部 学部学生 2 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
経 営 学 科 年
TANG TONG 男 マ レ ー シ ア 経 済 悼弓ん与 部 学部学生 3. 4 .  1～ 7 .  3. 31 
HOW 経 営 学 科 1 年
キト 性 根 男 車章 国 経 済 A子込！： 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
経 営 学 科 1 年
LEE AH KIA 女 マ レ ー シ ア 経 済 A子以与． 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
経 営 学 科 1 年
楊 斌 男 中 国 工 A子，..与み 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
電 子 情 報 工 学 科 l 年
金 東 一 男 韓 国 工 �主Z与． 部 学部学生 3 .  4 .  1～ 7 .  3. 31 
電 子 情 報 工 学 科 1 年
TIANG SEE 男 マ レ ー シ ア 工 号A主！.」 部 学部学生 3 .  4 .  1 ～ 7 .  3 .  31 
KEAT 機械シス テ ム 工 学 科 1 年
亡Eとコ 斯 女 中 国 人 文 ゑ；子孟五
． 部 研 究 生 2 .  2. 25～4 . 1. 31 
林 広 麗 女 中 国 人 文 弓Aムユ4 部 研 究 生 3 .  4 .  1～4 . 3. 31 
王 鴛 女 中 国 教 育 守A主4ー与 部 研 究 生 2 .  11 .  13～ 3 .  9. 30 












































































住宅地 内 の 道路 は 行き止ま り に な る よ う に 作られ て お
り 、 車の通 り 抜 け が で き な い よ う に な っaて い ま す 。
（ た だ し 歩行者 は通 れ る よ う に な っ て い る 。 ） 団地 の
造成開発 は 、 大手 の 不動産屋、 若 し く はデベロ ッ パ ー
が行って い る よ う で 、 同 じ 形 の 家 を順 に 建 て て い く よ
う で す。 自己主張の強いイギ リ ス 人 が 、 皆同 じ デザイ
ン のl 戸建て の 家 に 住んで い る の は大変不思議で し た。
こ の団地 に は 2 種類の タ イプ の家があ り 、1 つは 車 2
台が入 る ガ レ ー ジ 付きの延べ 50 坪ほどの 家 と 、 小 生 の
借 り た 、 車 l 台用 の ガ レ ー ジ 付きの 延べ40 坪ほど の 家
で す。 どの 家も全 て 総 2 階です。 こ この 団地 は 、 全 て
1 戸建て で し た が、 他で は 、 セミデ タ ッ チ ド （ 2 軒 で
1 棟）や、 テ ラ ス （4 ～ 6 軒で 1 棟） タ イプの 住宅も
多 く 見かけられ、 い ずれも総 2 階あ る い は 3 階建 て で
し た。 セミデ タ ッ チ ド の場合 は 、 家 の 右 と 左で 所 有者
が異 な る の で 、 壁の半分が赤で 、 他の半分が緑に 塗 り
分けてあ る 家も見かけま し た。 普通 の イ ギ リ ス 人 は街
の 中 心部 に 住むの を嫌い、 郊外 の広々 と し た所に住み、
庭 い じ り を す る の が好きな よ う で し た。 こ の た め 車 が
必需品 であ り 、 車が 2 台 の 家 が大半で し た 。 ま た 、 老
人 に な る と 平家あ る い はエレベー タ の あ る ア パー ト へ
移って 行く よ う で し た。 で すから、 こ の 団地 で は老人
助教授
は ほ と んど見かけませんで し た 。
小生 の 借 り た家の敷地 は 、 約 1 00 坪 で 建物 の 前 と 後
文部省在外研究員 と し て 、 1990年10月 2 1日～ 1991 年
7 月31日ま で 、 イ ギ リ ス のパ ーミ ン ガム大学 で 、 研究
す る 機会を得ま し た。 パーミ ン ガムは 、 ロ ン ド ン と マ
ンチェス タ ー のほぼ中 間 に位置 し 、 産 業革命の 発 祥 の
地 と し て知られ て います。 イ ギ リ ス で は 、 ロ ン ド ン に
次ぐ第 2 の都市で 、 人口 は 1 00 万人ほど で す が 、 町の
中心 の規模 は 、 金沢 と 同 じ く ら い で す。
今まで 、 富 山 以外 の土地で、 生活 し た こ と も な け れ
ば、 家族 と 離れ て 生活 し た こ と も な い 人聞が、 息子 と
2 人 で 、 島国 であ る こ と 以外 は 、 ほ と んど共通点の な
い 国 で生活す る こ と に なっ た の ですから、 出発前 は 、
不安 と 興味が入 り 混 じ っ た複雑 な 気持 ち で し た。 パー
ミ ン ガムヘ来 て 、 や は り 一番困っ た こ と は 、 言葉に つ
い て であ り 、 最初 は 全 く 聞き取 る こ と が出来ませんで
し た 。 でも、 幸 い な こ と に 、 パーミ ン ガム大学 の 同 じ
科 に 、 日 本 の企業からの 留学生であ る A さ んが、 既 に
l 年余 り 前 から来 て おられ、 こ の 方 に 何か と 助 け て い
た だきま し た。 着 い てから 2 ～ 3 日 以内 に 、 住む場所
を見つけ る こ と が できる と 思って い ま し た が 、 な か な
か見っか り ませんで し た 。 2 週間後 に 、 よ う や く パー
ミ ン ガムの 郊外 の団地 に 、 程 よ い一軒家を 指導教 授か
ら斡旋 し て い た だき、 落 ち 着 く こ と が で きま し た 。
初 め て 住むイギ リ ス の 家は非常 に 興味があ り ま し た。
借 り た 家 は大学からl Okmほど離れ た団地 にあ り 、 幹 線
道路から 1kmほど入った 奥 に 位置 し て い ま し た 。 高速
道路 （全て無料）の イ ン タ ーが、 すぐ近 く に あっ た の
と 、 パ ーミ ン ガムがほぼイギ リ ス の 中央 に あ る た め 、
車でイギ リ ス の 各 地へ出かけ る の に は 、 と ても便利 で
し た。道路 は 全 て舗装 さ れ て おり、 道幅が広く 、 歩道
もあ り 、 かっほ と んどの家が前 庭 を持って い る の で非
常 に 見通 し が良 く 、 しかも直交し て い る 道の 所 に は 、
大きな ラ ウ ン ド ア バ ウ ン ド があり、 交通事故が起 こ り
に く い よう に 作られて い ま し た。 ま た 、 電柱が な く 、
広告の看板もほ と んど な い の で 、 道路 が と てもすっき
り し た感じで し た 。 道路 に 沿って 各々の 家 に 順 に 番号
が付けられ 、 通 り の 名 前 と 家 の 番号 が わかれば、 容易
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ろ に庭があ り 、 そ れ ぞれ芝生 が植えであ り ま し た 。
（庭の手入 れ は 、 全 く できな い と 思っ た の で 、 契 約 の
際に、 芝刈 り や除草等 は大家 さ んが行 う と い う こ と に
し てもら いま し た。）そ れにガ レ ー ジ と 小 さ な 納屋 が
つい て い ま し た。家 の 1 階に は 、 キ ッ チ ン 、 ダ イ ニ ン
グ、 リ ビ ン グ 、 ト イ レ があ り 、 2 階に はベ ッ ドノレ ー ム
が 3 室 と 勉強部屋、 パ ス ル ー ムがあ り ま し た。日本か
ら誰が来 ても泊まれ る よ う に と 、 常に一部屋空けて待っ
て い ま し た が 、 結局春休 みに院生が 1 人来 た の と 、 ゴー
ルデ ン ウ ィ ー ク に娘が 2 人来 た だけでした。家具類は
全 て揃って い ま し た の で大変助か り ま し た。ま た 、 暖
房 は ガ ス に よ る セ ン ト ラ ル ヒ ー テ ィ ン グ な の で 、 暖房
時間設定用 の タ イマー と 温度設定用 の セ ン サの ダイ ヤ
Jレを セ ッ ト す ればよ く 、 と ても便利 で し た 。 特に、 朝、
ス ト ーブに点火す る た めに起きな く ても よ い の で 、 非
常に助か り ま し た。そ の点で は 、 食器洗機も大変役 に
た ち ま し た。温度調節が可能 な 大型オ ー ブ ン や電子 レ
ン ジ が備わって い た の で 、 い ろ い ろ の料理を楽 し む こ
と が で きました 。缶詰の ス ー プや ス モ ー ク し た に し ん
や さ ばの干物 を温め る のに は 、 電子 レ ン ジ は大変重宝
で し た。ま た 、 牛肉が安 い の で 、 リブロ ー ス の 2 ～ 3
kgの塊を買 い 、 数 回ロース ト ビ ー フ を 楽 し みま し た 。
備 え 付け の 包丁 と まな板 は 、 小 さ く て使いもの に な ら
なかった の で買 い 求 め ました。 肉切 り 用 の包丁 は日本
のもの よ り も厚 く 、 柄も大き く 、 しっか り し て い て 、
大変バ ラ ン ス よ く 、 使いやす いもの で した。 しかも、
刃の材質 の 成分表示が し てあ り 、 安心 し て買え 、 値段
は日本 の 半値位で し た の で大変気に入 り ま し た。 （イ
ギ リ ス 人 は 、 一般的にはあま り 料理に時間 をかけ な い
た め 、 包丁 と かま な 板 は 簡単 な も の が 多 い。）
こ の団地にお い ても路上駐車が多 く 、 半分以上 は 車
を ガ レ ー ジに入 れ て い ません。 な ぜ な ら 、 ガ レ ー ジ が
物置にな って い る から で す。小生 の借 り た 家 の ガ レ ー
ジも、 屋外用 の 長イス や乳母車、 ペ ンキの缶、 そ の 他
も ろ も ろ のもの で いっぱ い であ り ま し た。 ガ レ ー ジ は
物置 であ り 、 ま た 同 時に作業場でもあ り ます。 家 や車
の 修理、 日曜大工等、 ほ と んど、 人 の 手 を 借 り ず 自 分
で 行 います。庭 の 手 入 れ 、 壁の張 り 替え 、 ペ ン キ の 塗
り 替え 、 家具の取付け、 組立等 、 会社から帰っ てから
の 家 で の 労働量 は大変 な もの で す。イギ リ ス のG NP 
は そ れほど高 く は な い が、 イ ギ リ ス 人 が家 で家族や 自
分の趣味の た めに働 く 労力 は大変なものであ り 、 彼ら




ノf ー ミ ン ガムへ来 て 、 日本 の日常生活から解放 さ れ
た こ と の 利点 は 、 異文化に接 し 、 そ れに 対して 考 え る
時間的余裕が持て た こ と で す。40才 を過ぎて 自 分 な り
のもの の 見方、 考 え 方がある 程度定着 し た段階に お い
て 、 価値観 の大幅に異 な る 文化に接す る 機会 を 得 た こ
と は 、 非常に意義深 く 、 新鮮な もの で し た。
最初 は日本 と の 対比にお い て し か物事が考えられず、
ス ーパーマーケ ッ ト 、 駅、 銀行、 郵便局等に と き た ま
見られ る 長 い 行列や、 列車やパ ス の 発着時間、 約束時
間 等 のjレ ー ズ さ が随分 と 気にな り ま し た。しかし、 こ
の 国 の生活様式や考 え 方 が少 し ず、つわかって く る と 、
そ れら の 欠点が逆に こ の 国 の長所で は な いか と 思え て
きま し た。す な わ ち 、 他 と 競争 し 、 時 間 を 短縮 し て 能
率 を上げ る メ リ ッ ト よ り も、 そ れ を実行す る に当 た っ
て 必 要 な 物質的、あ る い は 労働者 の精神的 な 負担 の増
大に よ る デ メ リ ッ ト の 方 が大き い と 判断 し て い る場合
が多 い よ う で し た。日本 の よ う に、 利用者の便利 の た
め 、 若 し く は経営者の利益 の た めに能率 を上げる こ と
は 、 最終的に、 そ こ で 働 く 人 の 利益にな る と は 、 考 え
て い な い よ う で し た。時間や能率 よ り も、 資 源 を 大切
にす る 、 ゆった り と した 生活 を 好んで い る よ う であ り 、
物 を 非常に大切に扱って い る の に は 感心 し ま し た。物
を大切に修理に修理を重ねて使 い 、 愛着を増 し て い く
プロ セス は 、 経 済主義的に見 た場合に は 、 と て も 非 能
率 的 で あ り ます。 しか し 、 人聞の 心に視点を 移 す と 非
常にかけ がえ の な いもの の よ う に思えます。そ し て 、
よ く 手 入 れ の 行 き届 い た 古 い 家 、 家具、 道具や車等 は
彼らの 自 慢であ り ます。 メ ン テナ ン ス が十分に さ れ て
い る 物 は 、 人間に馴染んで い る と い う 時間的 な 付加価
4‘ 自と黒のコントラストが美しいレンガ造りの家
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値が与え られ て い る と認識 さ れ て い る の で 、 新品 よ り
も は る か に 高 い値で取引 さ れ て います。
彼らの 人生 の目的 は 、 仕事でも、仕事から得ら れ る
お 金 でも な く 、 家族 と の 生活空聞から得られ る 確か な
人生の記憶の よ う に思えま し た。 こ の 満 た さ れ た 空 間
を維持す る た め に お 金 が必要であ り 、 そ の た め に 貴重
な 時 間 を 労働 の た め に 売って い る と い う認識が定着 し
て い る よ う で す。 ス ーパーマ ー ケ ッ ト で 、 勤務時 間 の
終わった レ ジ 係が、 自 分の レ ジ に つい て い る 客 に 、 他
の レ ジ へ行 く よ う に言って ク ローズ し て い く の を 2 度
経験 し ま し た 。 こ の よ う に 、 プライベー ト の 時 間 と 勤
務時間 と は厳格 に 区別 さ れ 、 仕事をハード に し て まで
お 金 を稼ご う と す る 人 は 少な い よ う で す。 人々 は 自 分
のライ フ ス タ イル （ 自 分の 能力） にあっ た生き方を し 、
自 分の身分につい て は十分 に 承知 し て いる の で 、 人 ま
ねを し た り 、 背伸び し よ う と は思わ な い し 、 他 人 を う
らやま し が る こ と もな い よ う で し た。 イ ギ リ ス の 教 育
は 、 この 自 分 と 他人 を 同 一 に比較 し な い 価値観 を 養 う
た め に 、 生 徒 自 身 の 長所 を 、 生徒に十分に認識 さ せ る
た め に 、 多 く の 時聞を さ い て い る よ う で す。 一 方 、 日
本 の教育 は 、 皆同 じ 能力 であ る こ と を前提 に し て い る
た め 、 多数 の 人 が出来 る こ と は 、 当 然 で き る も の と し
て 要求 さ れます。 こ の た め 、 個々 の生徒 は 自 己 の 欠点
を克服す る こ と に よっ て 、 落伍者 に な る の を 極力避け
報 第326号
ょ う と す る あま り 、 自 分の 、 他 の 人 よ り も優れ て い る
能力 までも見失 い が ち に な り ます。 日本 で は善 し 悪 し
に 関 係 な く 、 多数派であれば人々 は安心 し 、 どん な に
良 く ても少数派 と な る と そ れ な り に大変 に なってきま
す。 こ の た め 、 人 の 行動様式 は一律 に右に ならえ に なっ
て し ま い ます。 これ に 対 し てイギ リ ス で は 、 日本 で言
う 奇人変人 の類の 人 は 、 全 く 奇人変人 に な らず、 ご く
普通 の 人 であ り え る の は 、 学校 で 自 己主張型の 人 間 の
育 成 に 重点を お い て い る た め と 思わ れます。 自 分 と 他
人 と は 能力が異な る の だから、 行動様式 は 異 なって 当
然であ り 、 自 分 は 自 分の空聞を持って い る のだから 、
十分 に 幸 せ であ る と 考 え て い る よ う で す。 日本 の よ う
に 、 種々の雑多 な 機 能 の 機器が空 間 に満 ち あふれ る こ
と に よっ て 、 生活がハイ レ ベル化す る こ と が 、 人 生 の
幸 せ であ る と 感 じ る の で は な く て 、 家族や仲 間 と 、 あ
る い は慣れ親 しんだもの と 空 間 を共有 し 、 体験 を 共有
で き る こ と こ そ が 、 人生の喜び で あ る と 考 え て い る よ
う で、す。
筆者 は 、 平成 2 年度文部省在外研究員 と し て、
平成 2 年10月 22日から平成 3 年 8 月 21日まで 「合
成 多 結晶ダイヤモ ンド工具の切削性能 と 摩耗機構
に 関 す る 研究」を研究 テ ー マ と し て 、 連合王国等
へ外国出張 さ れまし た。
（省 令）
。 児童手当 法施行規則 の一部を改正す る 省令
（厚生4 2)
（規 則〉
。 人事院規則 9ー 2 （俸給表の適用範囲） の
一部を改正す る 人事院規則 （人事院 9 - 2
-13) 
7. 19  
7.  1 
。 人事院規則 9 - 8 （初任給、 昇格、 昇給等
の基準）の一部を改正す る 人事院規則
（同 9- 8 - 16)
（告 示）
。 大学の設置等の認可申請 に係 る書類の様式
及び提出部数の一部を改正す る 件 （文部90)








(1) 当 面 の 諸問題 に つ い て
第 2回発明委員会（7月9 日）
（審議事項）
(1) 発明の届出 に つ い て






(1）第41 回北 陸 三 県大学学 生交歓 芸 術 祭実施要 項
（案）並び に 同実施 細目 （案） に つ い て
(2) そ の 他
第3回補導協議会(7月15日）
（審議事項）
(1) 大学祭 に つ い て
(2)  そ の 他
第1田廃液処理施設運営委員会(7月16日）
（議 題）
(1) 平成 2 年度運営費決算及び平成 3 年度運営費予
算 に つ い て
(2)  そ の 他
第4回入学試験管理委員会（7月16日）
（審議事項）
( 1 ) 平成4 年度入学試験 問題作成主任委員 につい て
(2)  平成4 年度 入学試験問題作成委員 に つ い て
(3) 平成4 年度富山大学学生募集要項 （案） に つ い
て
(4) 平成 5 年度 に おけ る 入学者選抜第 2 次 試験 の 実
施方 式 ・ 日 程等 に つ い て
第1回情報処理センター運営委員会（7月18日）
（議 題）
(1) 平成 3 年度予算 に つ い て
(2)  そ の 他
第3回附属図書館商議会（7月18日）
（審議事項）
(1) 平成 3 年度図書購入費の 選定枠 に つ い て
(2)  CD- RO M に つ い て
第1回国際交流委員会（7月19日）
（審議事項）
(1) 平成 3 年度富 山大学国際交流事業基金 に よ る 第
3 種事業 の 採択 に つ い て
(2)  平成 3 年度富山大学国 際交流後援会事業 に よ る
外国人留学生への 宿舎費補助事業の 選考につい て






(1) 平成4 年度富 山大学工学部編入学試験合格者 の
判定 に つ い て
(2)  富山大学人文学部規則 の 一部改正 に つ い て
(3) 富山大学経済学部規則 の 一部改正 に つ い て
(4) 富 山大学工 学部規則 の一部改 正 に つ い て
(5) そ の 他
第 2田部局長懇談会(7月19日）
（議 題）
(1) 当面す る 諸 問題 につい て
(2) そ の 他
第3回大学教育改善検討委員会(7月22日）
（議 題）
(1) 大学教育改善の具体的方 向につい て
(2) そ の 他
第1 回組換えD N A実験安全委員会（7月24日）
（議 題）
(1 ) 組換えD N A実験計画 につい て
(2) そ の 他
第 2回学園ニュース編集委員会(7月25日）
（審議事項）
(1) 第 73号 学園 ニ ュ ー ス の 編 集 に つ い て




(1) 平成 2 年度運営費決算書 （案） に つ い て
(2) 平成 2 年度運営費予算 （案） に つ い て
(3) 機種選定委員 に つ い て
(4) そ の 他
第4回大学教育改善検討委員会（8月 5 日）
（議 題）
( 1) 学部教育の教育課程 （卒業要件 と し て必要 な 授
業科目、単位数、必修 ・ 選択 の別及び実施年 次 ）
の 編成 に つ い て
(2) そ の 他
平成3年10月発行 品同千 報 第326号
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学 内 規 則
＠属国.. ，.四＂＂＂包泡崎電泡岨市民胎包.. ，.暗泡岨団.. ，，同胞唱団＠<XY<l泡＂＂＂
富山大学を卒業した者に授与する
学位に関する申合せ事項 （平成 3 年 9 月20日）
評 議 会決定
学校教育法等関係法令 の 改 正 に 伴 い 、 学士が学位 と
し て位置付けられ 、 学位 を授与す る に 当 たっ て は 、 適
切 な専攻分野 の 名称を 付記す る こ と と なっ た た め 、 富
山大学学則及び富 山大学学位規則 の 改正まで の暫定措
置 と し て 下記の と お り 申し合わせ る 。
コus－－n 
1 富 山大学学則第49条の規定及び富 山 大学学位規則
に かかわらず、 富 山大学を卒業し た者 に 学士 の 学位
を授与す る 。
3 富 山大学学則第48条第 3 項 の規定 に かかわらず、
卒業 を認定し た者 に 学土の学位記を授与す る 。
4 学士 の 学位記の 様式 は 、 次 の と お り と す る 。
2 学士 の学位 に 付記す る専攻分野 の 名称、 は 、 次 の 区




理 学 部 理学



































程科 月 震 記
る を
と 霊の 名生日 名
5 こ の 申合 せ は 、 平成 3 年 9 月20日から実施 す る 。




法律 （ 平成 3 年法律第23号）並び に 学位規則 の 一 部
を 改正す る 省令 （ 平成 3 年文部省令第27号）に よ り 、
学士を学位 と す る と と も に 、種類に つい ても定めず、
報 第326号
専攻分野 の 名称を付記す る こ と と なったた め 、富 山
大学学則及び富山大学学位規則改 正まで の 暫定措 置
と し て 、制定す る もの であ る 。
富山大学学則の一部改正
富 山大学学則 の一部を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 3 年 9 月20日
富山大学学則の一部を改正する学則
富 山大学学則 （ 昭和59年 3 月 12日制定） の 一 部 を 次
の よ う に 改正す る 。
別表第 4 中 「61, 800円」 を 「69,000円」 に 、「20, 600
円」を「23,000 円」 に 改 め る 。
附 則
こ の 学則 は 、平成 3年 10月 1 日から施行 し 、平成 4
年度入学者から適用 す る 。 た だ し 、平成 3年 10月 1 日
以後 に お い て 平成 3 年度の 入学者 の 入学 を 許可 す る と
き に徴収す る 入 学料 の 額 は 、研 究 生 に あっ て は 、
60,000円 と し 、聴講生 にあって は 、20,000円 と す る 。
富 山 大学長 小黒千足
砂富山大学学則の改正理由
平成 3 年 6 月20日付け文高 学第 1 09号 ・ 文 部事務
次 官通達 に基づき、研究生、聴講生 に 係 る 入 学 料 を
改訂す るた め 、所要事項 を 改 め る 。
富山大学理学部規則の一部改正
富 山大学理学部規則 の一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 3年 9 月20日
富 山大学長 小黒 千足
富山大学理学部規則の一部を改正する規則 「｜ 光 1 
富 山大学理学部規則（ 昭和52年 5 月 16日制定） の 一
部 を 次 の よう に 改正す る 。 「｜ 光
別 表物理学科の専攻科目の欄 中
2 
「l電 波 物 理 寸A主ゐ::.. 4 計 52 39 i を
電 子 工 学 概 論 2 
」 を
計 53 39 
電 波 物 理 学 I 2 
電 波 物 理 学
改 め る 。
II 2 




「専攻必修 52単位」 を 「専攻必修 53単位」 に 、
「、 専攻選択10単位」 を「、 専攻選択9 単位」 に改 め る 。
別表地球科学科の専攻科 目 の欄 中
11 山
正:l 石 A以．ずー I 2 
LU 正王 石 学 II 2 リ を
「｜ 地 l を
石 ;u.z. 7-
質 学 特 � a岡
「i地 質 学 特 論 I
地 質 学 特 論 E
地 質 学 特 論 E




計 37 U」 を
�JI<= 計 37 
改め る 。
附 則
1 この規則 は ， 平成 3年 10 月 1 日 から施行する 。
2 平成 2年 度以前 の専門教育課程移行者につい て は、
な お従前 の例 に よ る 。
砂富山大学理学部規則の改正理由
授業科 目 及び単位数 を 整理し、 教 育 内容 の充実 を
図 る た め 、 所要事項 を 改 め る 。
富山大学教養部規則の一部改正
富 山大学教養 部規則 の一部を改正する規則 を 次の と お り制定する 。
平成 3年9 月 20 日
富山大学教養部規則の一部を改正する規則 「l
富 山大 学教養部規則（昭和42年 4 月 1 日制定 ） のー
部 を 次 の よ う に 改 正する 。
第 5 条第 1 項第 1 号 中 「、 人文、 社 会及び 自 然 の 三
分野 並び に 総 合 の 授業科 目 」 を 「、 人 文 、 社 会、 自 然
の三分野 及び総合 の授業科 目 並び に教 養ゼミナ－）レ」
に 改 め る 。
別表 1 の一般教育科 目 の 部 中
社 会 環 境 論 4 
環境科学
自 然 環 境 論 4 
総
現代社 会論 2 
富 山 の 自 然 2 
情 報 と 科 学 2 
※ 自 然 と 文 化 2 
� 
人 権 と 差 別 4 
地球 環 境 論 2 
を
富 山大学長 小黒千足
社 会 環 境 論 4 
環境科学
自 然 環 境 論 4 
総
現 代社 会論 2 
富 山 の自 然 2 
情 報 と 科 学 2 
※自 然 と 文 化 2 
,g 、 人 権 と 差 別 4 




1 こ の規則 は 、 平成 3年 10 月 1 日 から 施行する 。
2 平成 2年 度以前 の 入学 者 に つい て は 、 な お従前 の
例 に よ る 。
砂富山大学教養部規則の改正理由
一般教育科 目 の授業科 目 と して教養ゼミナーjレ を
開設 し 、 教育内容 の充実 を 図 る た め 、 所要事 項 を 改
め る 。
一 口 一
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富山大学大学院理学研究科委員会規則の一部改正
富山大学大学院理学研究科委員会規則のー却を改 正 す る 規則 を 次の と お り 制定す る 。
平成 3 年 9 月 2 0 日
富山大学大学院理学研究科委員会
規則の一部を改正する規則
富 山大学大学院理学研究科委員会規則（ 昭和53年 4
月 1 日 制定）の 一 部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 2 条を 次の よ うに 改 め る 。
（ 組 織）
第 2 条 委員会 は 、 次 に 掲げ る 職員をもって組織 す る 。
た だ し 、 次条第 1 号 に 関 す る 事項にあって は 、 研究
科長、 研究科専任の 教 授 を もって審議す る 。
(1) 研究科長
富山大学長 小黒千足
( 2 ) 研究科専任の 教授、 助教授 、 講師
附 則
この規則 は 、 平成 3 年 9 月 20 日 から施行 す る 。
砂富山大学大学院理学研究科委員会規則の改正理由
理学研究科の 運営 を よ り円滑 に 処理す る た め 、 組
織の 整 備 を 図 り 、 所要事項 を 改 め る 。
富山大学学則等の一部を改正する規則の制定
富山大学学則等の一部を改 正 す る 規則 を 次の と お り 制定す る 。
平成 3 年 9 月 30 日
富山大学学則等の一部を改正する規則
（ 富 山大学学則の 一部改正〉
第 1 条 富 山 大学学則 （ 昭和 59年 3 月 1 2 日 制 定）のー
部 を 次の よ うに改正す る 。
第60条中「、 国 立の 学校」 を「、 国立学校」に 改 め
る 。
（ 富 山大学大学院学則の 一部改正）
第 2 条 富 山 大学大学院学則（ 昭和53年 4 月 1 日 制定）
の一部 を 次の よ うに 改正す る 。
第41条中 「、 国立の 学校」を「、 国 立 学 校」 に 改
め る 。
（ 富 山大学専攻科規則の一部改 正）
第 3 条 富 山大学専攻科規則 （ 昭 和 59年 3 月 1 2日制定）
の一部 を 次の よ うに改正 す る 。




（ 富 山大学教育学部附属学校規則の 一部改 正）
第 4 条 富 山大学教育学部附属学校規則J（ 昭和 41 年 1
月 17 日 制定）の 一部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 1 2条中「、 国立の 学校」を「、 国 立 学校」 に 改
め る 。
附 則
この規則 は 、 平成 3 年 9 月 30 日 から施行 し 、平 成 3
年 7 月 1 日 から適用 す る 。
砂富山大学学則等の一部を改正する規則の制定理由
国立の 学校に お け る 授業料その 他の費用 に関す る
省令（ 昭 和36 年文部省令第 9 号）の一部改 正 に よ り 、
同 省令の 題名が改 正 さ れ た こ と に伴い 、 所要事項 を
改め る 。
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富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
富 山 大学物品 管理事務取扱細則の 一 部 を 改正す る 細則 を 次の と お り制定す る 。
平成 3 年 9 月 30 日
富山大学物品管理事務取扱細則
の一部を改正する細則
富 山 大学物品 管理事務取扱細則（ 昭和35年 4 月 22 日
制定） の 一 部 を 次の よ う に 改正す る 。
第 6条 中 「物品の番 号 は別表第 2の種類別 毎に 一 連
番 号 と す る 。」 を 「物品 の番 号 は 、 別表第 2 の種類別
の 所属物品 毎に 一連番 号 と す る 。」 に 改 め る 。




富 山 大学長 小黒千足
この 細則 は 、 平成 3 年 9 月 30 日 から 施行す る 。
砂富山大学物品管理事務取扱細則の改正理由
物品 管理の取扱いに ついて 整理 し 、 経理事務 の円
滑な運用 を 図 る た め 、所要事項 を改 め る 。
位
大 元本学教授井上 浩氏 は、平成 3 年 8 月 30 日 逝 去（享年76才 ） さ れ ま し た が、 同氏 の 生前の功績に 対し 、 同 日
付けで正 四位 に 叙 さ れ ま し た 。
公 元本学教授大 島文雄氏 は 、 平成 3 年 9 月 5 日 逝 去（享年89才 ） さ れ ま し た が、 同氏 の 生前の功績に 対し、 同 日
付けで正 四位 に 叙 さ れ ま し た 。
大 元本学教授倉田軍一氏 は 、平成 3 年 9月16 日 逝 去（享年86才 ） さ れ ま し た が、 同氏 の 生前の功績に 対し、同 日






平成 3 年度文部省共済組合富山地区共同事業体育 大会 が 、 去る 9 月 8 日 （ 日 ） 残暑 の 中 、 富 山 商船高等専門学
校支 部の 当番で、 同 校テニスコー ト 及び体育館で開催 さ れ ま し た。
当 日 は 、 富 山 県内 6 機関が硬式テ ニ ス と 硬式 卓 球の 2 種目に 熱戦 を 繰り広げ、さ わ やかな交流の汗 を流 し ま し た。
本学 から は 、各種目に 2 チームず、つ出場 し 、 大いに 健闘 し 硬式テ ニ ス の 部で見 事優勝 いた し ま し た。
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平成 3 年度全国公務 員 レ ク リ エーショ ン共同 行事富
山地区ソフ ト ボール大会 が、 去る 9 月 4 日（水） 常 願
寺川公 園 野 球場 に お い て開催 さ れま し た 。 同 大会 に は 、
富 山地区14機関から 17チームの 参加 があ り 、本学から
は、A、B、Cの 3 チー ムが出場しま し た 。
本学から出場の 3 チームは、そ れぞ れ 大健闘 し 、決
勝戦 は 昨年 と 同 様本学のAチーム と Bチ ー ムの 対戦 と
な り 、Aチー ムが優勝の 栄冠 を 手 中 に し ま し た 。
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学 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン
く釣 大 会＞
本学 レ ク リ エー シ ョ ン委員会娯楽部会釣班 と 文部 省
共済組合富 山大学支 部共催 によ る 平成 3 年度学 内 釣 大
会 が、 去る 9 月 28 日 （ 土） 午後 2 時30分から 富 山 新 港
東 防波堤にお い て 実施 され ま し た 。
大 会 は、16名の 参加者に よ り 行 わ れ 、 成 績は 次の と







（ 経 理 部 ）
（ 教育学部 ）
森 仲 平 （ 学 生 部 ）
く ソ フ ト ボ ー ル大会＞
本学 レ ク リ エー シ ョ ン委員会体育部会ソ フ ト ボー Jレ
班 と 文部省共済組合富 山大学支 部共催 に よ る 平成 3 年
度部局 対抗ソ フ ト ボー ノレ大 会 が 、 各 部 局から 出場の 11
チームに よ り 平成 3 年 6 月 24 日 から10月 4 日 までの 問、
本学 グ ラ ン ドで実施 さ れ ま し た 。






企 学 内 庭球大会
く庭球大会＞
本学 レ ク リ エー シ ョ ン委員会体育部会庭球班 と 文 部
省共済組合富 山大学支 部共催 に よ る 平成 3 年度学 内 硬
式 庭 球大会が、 去る 9 月 21 日 （ 土） 本学軟式 庭 球場及
び硬式 庭 球場にお い て実施 さ れ ま し た 。
大会 は、約70名の 参加者 を 得 て 、 男子10チーム （ 部
局 対抗の 団体戦） 及 び女子 5 チーム（ ダ プルス） に よ




・ 女子（ ダ フソレ ス戦）
（ 優勝） 田 中（ 経） 、 沢崎（ 図） ぺ ア
（ 次勝） 森 山 （ 工） 、 西部（工） ぺ ア
平成3年10月発行
渡航の種類 所 属 職
教育学部 教 授
工 学 部 助教授
教 養 部 助教授
理 学 部 助 手
人文学部 教 授
事 務 局 事務局長
外 国 出 張 庶 務 課，， 
課長補佐








海 外 渡 航 者
@.IX四3揮官e唱団庖岨暗－田@00€泡＂＂包泡岨Y割，，.暗泡躍暗e岨咽＠眉咽
氏 名 渡 航 先 国 目 的
田中 z田It. ソ ビ エ ト 連 邦 極東地域の河川生態系の構造 と 機能 に 関す る研究
SPIE1991、応用工学国際シ ン ポ
吉川 和男 ア メ リ カ 合 衆 国 ジ ウ ムに 出席及び非球体形状の測定法 に関す る研究討論、研究資料
の収集
藤田 正春 コ ン ビ ュ ー タ に よ る 日 本語教育に，， 関す る 調査
吉田 尚弘 タ 熱帯林泥炭地 に おけ る ガ ス 特性 にイ 関す る 調査
友好学術交流協定を締結 し て い る
三賓 政美 中 華 人 民 共 和 国 遼寧大学 と の事務 打合せ、中国の
高等教育事情視察及び魯迅研究
友好学術交流協定を締結 し て い る
勝山 進 ，， 遼寧大学 と の事務 打合せ及び中国の品等教育機関の教育研究事情視
察
岡田 東彦 〆ノ ，， 
川崎 一朗 オ ー ス ト リ ア 国際測地学地球物理学連合総会 出席及び研究発表の た め
第11回経営工学国際会議に 出席及
太田 雅晴 中 華 人 民 共 和 国
び東 ア ジ ア 地域の新興工業国 に お
香 港 、 台 湾 け る Industrial Engineerin況
g の
課題 と 経営工学分野の教育状 に
関す る 調査研究
韓国語資料のコ ン ピ ュ ー タ 入力及
油谷 幸利 大 韓 民 国 び処理の効果 的な方式に関す る 会
議に 出席並び に 資料収集
西 ヨ ー ロ ッ パ諸国 と ト ルコ の都市
水内 俊雄 ド イ ツ 、 ト ルコ 空間構造に及ぼす ト ルコ移住民に関す る 社会地理学的研究の た めの
現地調査
中藤 康俊 ソ ビ エ ト 連 邦 資源 ・ 環境問題に関す る 視察調査及び研究交流打合せ
第326号
期 間
3. 7. 8 
3. 7. 29 
3. 7. 13 
3. 7. 27 
3. 7. 18 
3. 7. 28 
3. 7. 29 
3. 8. 9 
3. 8. 1 1  
3. 9. 9 
3. 8. 1 1  
3. 8. 16 
，， 
3. 8. 1 2  
3. 8. 24 
3. 8. 16 
3. 8. 30 
3. 8. 20 
3. 8. 26 
3. 8. 20 
3. 9. 26 
3. 8. 24 
3. 9. 3 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外 国 出 張 経済学部 助教授 岩崎 政明 ア メ リ カ 合 衆 国 国際通信に関す る 課税問題 に関す
3. 8. 30 
る 実態調査 ・ 資料収集 s 3. 9. 15 
ギ リ シ ア 、 ト ノレ コ
人文学部 講 師 根津由喜夫 ビザ ン ツ 文化圏の遺跡調査 と 資料
3. 7. 6 
イ タ リ ア 収集 3. 8. 29 
教育学部 II 吉田 雅巳 ア メ リ カ 合 衆 国 日 食観測及 び 日 食前後の生物の生
3. 7. 9 
態変化につ い て研究の た め s 3. 7. 16 
連 合 王 国
人文学部 助教授 大工原ちなみ イ タ リ ア ユ タ寺ヤ 文学及ひ’思、想に つ い て の資
3. 7. 12  
料収集フ ラ ン ス 3. 8. 25 
教 養 部 教 授 小島 覚 カ ナ ダ カ ナ ダ極圏の植生研究
3. �· 16 
3. 9. 2 
経済学部 II 居林 次雄 連 合 王 国 会社法に関す る 研究 （英国会社法
3. 7. 17 
の改正動向調査） 及び資料収集 s 3. 8. 3 
国際対比計画274及 び第 8 回国 際
教 養 部 II 藤井 昭二 中 華 人 民 共 和 国 第四紀学会 に お い て研究発表の た
3. 7. 22 
ハ キ ス タ ン め、 乾燥地形 と 氷河地形研究の た s 
め 3. 8. 25 
海外研修旅行 3. 理 学 部 助教授 松島 房和 ア メ リ カ 合 衆 国 遠赤外分光装置の開発につ いて研
8. 7 
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究打合せ 3. 8. 29 
教 養 部 教 授 神垣 知夫 連 合 王 国 磁気国際会議及 び中性子散乱国際
3. 8. 14 
アイ ル ラ ン ド共和国 会議に 出席並びに研究資料の収集 s 3. 9. 18 
II II 鈴木 邦雄 イ タ リ ア 、 ス イ ス 第11回国際晴蛤学 シ ン ポ ジ ウ
ム に 3. 8. 18 
お いて研究発実及 び研究打合せ s 3. 9. 1 
教育学部
中国社会科学院社会学研究所、 中 3. 8. 21 
助教授 奥村 義雄 中 華 人 民 共 和 国 国社会学会 と 関西の社会学研究者 s 
と の学術交流の た め 3. 8. 29 
教 養 部 II 石川 義和 磁気国際会議に 出席及び磁気に関
3. 8. 26 
連 合 王 国 す る 研究打合せ 3. 9. 7 
オ ラ ン ダ
理 学 部 助 手 大藤 茂 国際会議参加及び ピ レ ネ 一 山地の
3. 8. 26 
地質見学等ス ペ イ ン、 ス イ ス 3. 9. 23 
II 教 授 樫井 醇児 連 合 王 国 国際磁気会議参加及び研究打合せ
3. 8. 29 
フ ラ ン ス の た め ； 3. 9. 13 
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〈新任者住所〉
経理部経理課
管 理 係 長 塚 田 健 夫
経 済 学 部
学 生 主 任 北 野 悦 郎
工 学 部
講 師 岡 田 裕 之
（ 物性デバ イ ス 工学）
〈住所変更〉
教 養 部
助 教 授 成 田 節
（ ド イ ツ 語 ）
職 貝 消 思
＇＂＂＇泡＂＂を泡＂＂電車頃時泡4耐を怠唱団
文部事務官 武 田 正 夫
〈住所表示変更〉
庶務部庶務課
文部事務官 山 上 康 彦
教 育 学 部
会 計 係 長 田 中 祥 男
附 属 図 書 館











富山大学名 誉教授 井上 浩氏逝去
本学名 誉教授井上 浩
氏 が 、 平成 3 年 8 月 30 日 、
心不全 の た め 逝去 さ れ ま
し た 。 享年76歳。
同 氏 は 、 昭 和 1 1 年 3 月
仙 台高等工業学校電気 工
学科を卒業後、 周 年 同 月
東北帝国大学附属電気通
信研究所勤務、 同 14年 3
月 間大学工学部電気工学
科副手、 周年12 月 同 学科助手、 同 26年 4 月 富 山 大 学工
学部講 師 、 同29年10 月 同学部教授 を歴任の う え 、 同 56
年 4 月 停年 に よ り 退官 さ れ 、 そ の 後 同61 年 3 月 ま で 金
沢工業大学教授 と し て勤務 さ れ ま し た 。
こ の 問 、 同 氏 は 、 50年余 り に わ た り 、 卓越 し た教育 ・
研究者 と し て 、 特 に 専門 の 通信工学、 電子回 路 工 学 及
び電子計算機工学の分野 に お い て 、 格調高 い講義 及 び
熱心 な 実 験 ・ 実習指導を通 じ 、 多 く の 有為 な 研究 者 及
び工業技術者 を育成 さ れ ま し た 。
研究面 に お い て は 、 通 信工学上必須 の ろ 波器の設計、
つ，“
平成3年10月発行 品同千・
電気工学上 の 微分方程式 の 解法、 非線形回路 の 研 究 等
難解 な 問題 に 取 り 組 ま れ 、 そ の成果 は 、 今 日 の 各 種 発
信器、 フ ェ イ ズ ロ ッ ク 等 の 開 発 に大 き く 貢献 し て お り 、
ま た 、 昭和26年 頃 は ま だ繋明 期 に あ っ た 電子計算 機 の
研究、 ア ン テ ナ の 研究、 レ ー ザ ー の 研究等 に お い て 、
各種非線形 の 解析技術 を 応 用 し そ の 発展 に 寄 与 さ れ る
な ど 、 多 岐 に わ た る 研究 に 従事 さ れ ま し た 。 こ れ ら の
研究成 果 を 多 数 の 著書 ・ 論文 と し て 公表 し 、 学界 ・ 産
業 界 か ら 高 く 評価 さ れ 、 特 に 論文題 目 「中波送 信 空 中
線 の 能率 の 改善」 に よ り 、 昭和58年 テ レ ビ ジ ョ ン 学 会
か ら 「丹羽高柳論文賞」 を 受賞 さ れ ま し た 。
ま た 、 学 内 に あ っ て は 、 評議員 ( 1 期 2 年 ） 及 び 附
属 図 書館工学部分館長 （ 1 期 2 年 ） 等 を 勤 め ら れ 、 本
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学 の 管理運営 に 尽 く さ れ る と と も に 、 工学部電子工学
科及 び大学院工学研究科電子工学専攻 の 設置 に 中心 的
役割 を果 た さ れ 、 さ ら に は本学計算機 セ ン タ ー （ 現 情
報処理 セ ン タ ー ） の 設置 に 意 を 傾注 し そ の 実現 を 図 る
な ど本学 の 拡充発展 に 大 き く 貢献 さ れ ま し た 。
学外 に あ っ て は 、 電気学会北陸支部評議員 、 同 北 陸
支部長及 び電子通信学会北陸支部長等 と し て 斯学会 の
運営、 発展・に寄与 さ れ ま し た 。
こ れ ら の 功績 に よ り 、 昭和56年 4 月 富山 大学名 誉 教
授 の 称号 を授与 さ れ、 次 い で 、 昭和63年 11 月 勲 三 等 旭
日 中 綬章 を受 け ら れ ま し た 。
こ こ に 、 同氏 の 御功 績 を 偲 び顕彰す る と と も に 、 御
冥福 を祈 り 、 謹 ん で 哀悼 の意 を 表 し ま す 。
富山大学名 誉教授 大島文雄氏逝去
本学名誉教授 大 島 文 雄
氏 が 、 平成 3 年 9 月 5 日
胸部動脈癌破裂 の た め 逝
去 さ れ ま し た 。 享年89歳。
同 氏 は 、 大正15年 3 月
東京帝国大学文学部 を 卒
業後、 昭和 2 年 4 月 富 山
高等学校教諭兼富 山高等
学校教授、 同 18年 5 月 富
山 高等学校教授 に 任 ぜ ら
れ ま し た 。
こ の 間 、 大正15年 4 月 か ら 昭和 2 年 3 月 ま で 、 同 12
年 8 月 か ら 同 14年12月 ま で 、 同 19年 7 月 か ら 同20年 9
月 ま で兵役 に 従事 さ れ 、 同 17 年 12 月 正五位 に 叙 せ ら れ
ま し た 。
昭和24年 5 月 富山大学 の 設置 に よ り 富山大学文理学
部教授 に 就任 し 、 同 42年 4 月 教養部教授 に 配置 換 と な
り 、 同43年 3 月 停年 に よ り 退官 さ れ ま し た 。
ま た 、 退官後 も 引 き 続 き 富 山女子短期大学教授 と し
て 昭和50年 3 月 ま で 勤 務 さ れ 、 48年 の 永 き に わ た り
「国文学J 担 当 の 教授 と し て 、 常 に 厳 正 な 姿 勢 を も っ
て 教 育 に 専念す る と と も に 、 温顔 に 笑 み を 浮 か べ 慈 愛
を も っ て 指導 に 傾注 さ れ 、 有為 な 人材 の 育 成 に 大 い に
尽力 さ れ ま し た 。
同 氏 は 、 万葉集 を 中心 と し 、 万葉歌を精神 史 あ る い
は思想史的立場で考究 す る と と も に 、 江戸 時代 の 万 葉
学者 に つ い て も 精力 的 に研究 を 行 い 、 「下河辺 長 流 の
研究」 そ の 他 の 論 文 を 発 表 し 、 学界 は も と よ り 、 各 界
に お い て も 高 く 評 価 さ れ ま し た 。
学内 に お い て は 、 附属図書館長、 学生部長 を 各 1 期
勤 め 、 特 に 、 昭和35年 に 発生 し た立山連峰赤谷 山 遭 難
事 件 で は 、 そ の 救援捜査活動 に 自 ら 関係機関 と の 連 絡
調整 に 奔走 さ れ ま し た 。 ま た 、 昭和42年 4 月 文 理 学 部
の 改組 に よ り 教養部が設置 さ れ る と 同時 に評議員 を 併
任す る と と も に 、 周 年 10月 か ら 初 代教養部長 と し て 、
発足間 も な い 教 養 部 の 充実強化 に 努 め る な ど管理運営
に 参画 し 、 大学 の 発展 に 多 大 な 貢献 を さ れ ま し た 。
ま た 、 同 氏 は 、 地域社会 に お け る 教育 、 文 化 、 行 政
に も 意欲的 に 取 り 組 み 、 昭和44年 3 月 か ら 富山 市 教 育
委員会委員 に 、 同45年10月 か ら 同 48年 12月 ま で 富 山 市
教育委員会委員長 を 勤 め 、 市教育行政 に 指導的 役 割 を
果 た さ れ ま し た 。 更 に 、 戦 後 の 精神 的虚脱状態 の中で、
青少年 の 精神陶冶への尽力 は大 き く 、 富 山 県下 に お け
る 諸学校等の 校歌設定 に つ い て 、 そ の 歌詞 を作詞 す る
こ と 88篇 に も 及 び 、 ま た 、 富 山 県 ユ ネ ス コ 協 力 の 活 動
に も 深 く か か わ り 、 児童 、 生徒への精神的感化 が 深 く
ゆ き わ た っ て い ま す 。
昭和47年10 月 富 山県芸術文化協 会 の 発 足 に 関与 し て
副会長 に 、 同57年 5 月 か ら 会長 に 、 平成 2 年 5 月 か ら
名 誉 会長 と し て ひ た す ら 富 山 県 内 の 芸術文化 の 発展 に
寄与 し 、 特 に 、 国際 化 の 時代 に 当 た っ て 県 内 演 劇 サ ー
ク jレ の 海外公 演 に 尽力 さ れ ま し た 。
nhu つ白
平成3年10月 発行 ....... ザー
こ れ ら の 功績 に よ り 、 昭和43年 6 月 富山大学名 誉 教
授 の 称号 が授与 さ れ、 次 い で 、 同47年 1 1 月 に は 勲 二 等
瑞宝章 を 受 け ら れ る と と も に 、 同 54年 1 1 月 富山 市 名 誉
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市 民 の 称号が授与 さ れ ま し た 。
こ こ に 、 同 氏 の御功績 を 偲 び顕彰す る と と も に 、 御
冥福 を祈 り 、 謹 し ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
富山大学名 誉教授 倉田 軍一氏逝去
本学名 誉教授倉 田 軍 一
氏 が 、 平成 3 年 9 月 16 日
急性肺炎の た め 逝去 さ れ
ま し た 。 享年86歳。
同 氏 は 、 昭和 4 年 3 月
東京帝国大学医学部薬学
科 を卒業後 、 同年 4 月 東
京市衛生試験所技手 を 経
て 、 同 9 年 5 月 富 山 薬 学
専門学校教 授 と な り 、 昭
和24年 5 月 同 校 が富 山 大学 に 包括 さ れ た こ と に 伴 い 、
同25年 1 月 兼 ね て 富 山 大学助教授 と な り 、 同26年 3 月
富 山 大学富 山薬学専門学校 の課程 が廃止 さ れ た こ と に
よ り 富 山 大 学薬学部助教授 に就任 し 、 同 36年 3 月 富 山
大学薬学部教授 と な り 、 同 46年 3 月 停年 退 官 さ れ ま し
た 。
こ の 問 、 同 氏 は 、 卓越 し た 教育者、 研究者 と し て そ
の 職務 を 遂行 し 、 高 遁 な 人格 と 誠実 な 人 柄 、 そ し て 、
高 い 識見 に よ り 富 山 薬学専門学校 及 び 同 校 を 包括 し た
富 山 大学 に お い て 、 約37年 の 教職 期 間 を 通 じ 、 更 に そ
の 後 の 名 城大学 に お け る 7 年 の 問 、 「衛生裁判 化 学 J
を 担 当 し て 、 そ の 教育研究 に 専念 さ れ ま し た 。 そ し て、
格調 の高 い講義 と 熱心 な 実習指導 に よ っ て 2 千数百余
名 の 有能 な 人材 を 育 て 、 薬業界へ輩出 さ れ ま し た 。
ま た 、 大学 の 管理運営面 に お い て は 、 富 山 大 学 評 議
員 と し て 2 期 4 年 に わ た り 、 特 に 、 富山大学五福 集 中
計 画 に 伴 う 薬学部及 び文理学部 の 移転、 大学院薬学研
究科 （修士課程 ） の設置、 薬学部附属 和漢薬 研 究 施 設
の設置な ど大学 の 整備充実 に寄与 し 、 大学 の 発 展 に 大
い に 貢献 さ れ ま し た 。
ま た 、 研 究面 に お い て は 、 食品衛生、 環境 衛 生 、 裁
判化学等多岐 に わ た っ て研究成果 を 挙 げ多 く の 学術論
文 を 発表 し 、 そ の 研究業績 は高 く 評価 さ れ て い ま す 。
中 で も 豊富 な 天然資源キ チ ン の 利 用 開発 に 伴 う 化学 的
及 び酵素化学的 な 基礎 面 を 解明 し た 「含窒素多糖 類 キ
チ ン に 関 す る 研究」 や 、 ビ タ ミ ン B ， の ア ノレ カ リ 性 分
解 に お け る ア ミ ノ 酸 、 ア ミ ン 類存在下 の反応を解明 し 、
同 反応成績体の 抗 B ， 作用 を 明 ら か に し た 「 ビ タ ミ ン
B ， の 桔抗物質 の 開 発研究」 は 特 筆 に 値 す る も の が あ
り 、 斯 界 の 研究進展 に大 き く 寄与 さ れ ま し た 。
更 に 、 昭和25年か ら 同41年 6 月 ま で 日 本薬学会 衛 生
調査会委員、 同28年 1 月 か ら 同38年 3 月 ま で 同 学 会 犯
罪化学調査会委員 、 同41年 4 月 か ら 同43年 3 月 ま で 同
学会評議員 を 歴任 さ れ 、 同 学 会 の 発 展 に 多 大 の 寄 与 を
さ れ ま し た 。
こ れ ら の 功績 に よ り 、 昭和46年 4 月 富 山 大学名 誉 教
授 の 称号 を 授与 さ れ、 次 い で 、 同51年 5 月 勲三 等 坦 日
中綬章を受章 さ れ ま し た 。
こ こ に 、 同 氏 の 御功績 を 偲 び顕彰す る と と も に 、 御
冥 福 を 祈 り 、 謹 ん で哀悼 の 意 を 表 し ま す 。
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お 知 ら せ
副首＂＂·胡町＂＇＂＂＇町田訟X路島 咽町�町＠
「 人 事 院 勧 告 の 概 要
人事院 は 、 平 成 3 年 8 月 7 日 （水 ） 国会 と 内 閣 に 対 し 、 国家公務員法及 び一般職 の 職 員 の 給 与等 に 関す る 法 律 の
規定 に 基 づ き 、 一般職 の 職員 の給与及 び週休 2 日 制等 に つ い て報告及 び勧告 を 行 い ま し た 。
勧 告 の 骨子 は 、 次 の と お り で す 。
く給与勧告の 骨子＞
勧 告 に 際 し て は 、 社会経済情勢全般の 動 向 を 踏 ま え つ つ 、 民 間給与 と の 均 衡 を 図 る こ と を 基本 と し 、 広 く 各界 か
ら 意見聴取 を 行 う な ど様 々 な 角 度か ら 検討
一 官 民 較 差
1 較 差 1 1 , 244円 3 .71% （ 内 訳 本較差 3 .03% 遡及改定分 0.69% )
昨年 10,728円 3 . 67% 
2 改 善 俸給 10,267 円 諸手 当 900円 は ね か え り 分 639円 計 11 , 806円
な お 、 改善 に は 、 本省庁 の 官民対応関係 の一部変更 に よ る 増加額562 円 も 充 当
行政職ト） ・ 仁） 現行給与 302,851円 平均年齢 39.9歳
二 改 定 の 内 容
1 俸 給 表
(1） 初 任 給
人材確保の 必要性等 に か ん が み 、 相 当 程度 の 俸給月 額 の 改善
試 験 俸 給 月 額
調整手当 を 含 ん だ 額
（東京、 大阪等 の 場 合 〉
大学卒 I 種試験 168,000円 （現行 157 ,300円 ） 184 ,800円 （現行 173 ,030円 ）
，， E 種試験 153, 700円 （現行143 , 100円 ） 169 ,070円 （現行 157,410円 ）
高校卒 E 種試験 124,900円 （現行117,300円 ） 137 ,390円 （現行129,030円 ）




引上率 （ % ）
1 I 2 I 3 I 4 I s I 6 I 1 I s I 9 I 10 I 1 1  11 計
6.5 I 6 . 5  I 4.8 I 3 . 9  I 3 .4  I 3 .2  I 3 .2  I 3 . 2  I 3 . 2  I 3 .3  I 3.2 II 4.o 
な お 、 本省庁職員 を 念頭 に 置 い た 特別改善
(3） 各俸給表 行政職 と の 権 衡 を 考 慮 し つ つ 改定
（公安職、 若手研究員、 看護婦、 大学教官 に特別改善）
指定職俸給表 5.0% （昨年 に 引 き 続 き 行政職を若干上回 る 改善 ）
2 手 当
( 1 )  扶養手 当 の改定
ア 子等配偶者以外の 扶養親族 2 人 ま で 1 人 に つ き 4,500円 → 5 ,500円
イ 配偶者 の な い 職員 の 扶養親族 1 人 10,500円 → 1 1 ,000円
ウ 児童手当 と の 調 整 を 廃止
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(2) 通勤手 当 の改定
見ー寸ー 報
ア 交通機関等 利 用 者 全額支給限度額 の 引 上 げ 30,000円 → 40, 000円
第326号
（ %加 算 を 加 え た最高支給限度額 は45 000 円 、 50 000円 ま で の 運賃 に 対応）
イ 交通用 具使用 者 片道30km以上 に 新 た に 2 区分増設
30凶以上35km未満 14,600円 （現行 ど お り ）
16 ,700円35km以上40km未満
40km以上 18,800円
な お 、 指定職の 運賃等負担通勤者 に対 し で も 通勤手当 を支給
(3) 医 師 の 初 任給調整手 当 の 改 定
ア 医療職十回 医 師
イ 医療職ト以外 の 医師 （医系教官等）
(4) 宿 日 直手 当 の 改定
ア 一般 の 宿 日 直
イ そ の 他 の 宿 日 直
(5) 期 末 ・ 勤勉手 当 の 改定
最高 265,000円 → 276 ,000円
最高 47 ,000円 → 48,500円
2 ,300円 → 2,900円
800円 ～1 , 000円 の 引 上 げ
12月 期 の 期末 手 当 2.0月 分 → 2. 1 月 分 （年間支給割合 5.35月 分 → 5 .45月 分 ）
(6) 俸 給 の 特 別調整額等
ア 本 省庁課長補佐. . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・H ・ . . . . . ・ H ・ H ・H ・ － － … . . . ・ H ・ － － 俸 給 の特別調整額 （ 6 種 8 % ） を 支給、 超過勤
務手 当 等 と 併給
イ 5 種以 上 の 俸 給 の 特別調整額 の 適 用 者 及 び … … ・・管理職員特別勤務 手 当 を新設指定職俸給 表 の 適 用 者 の 週休 日 等 の 勤務
3 看護婦 の 特 別改善
(1) 若年 ・ 中 堅層 の 看護婦 を 中 心 に 俸給 月 額の 特別改善
(2) 7 級 を新設 （極大規模の 医療機関 の 看護部長 に 適 用 ）
(3 ) 俸給 の 調整 額 の調整数 1 相 当 分 を俸給月 額 に繰入れ
4 大学教官の 特別改善
(1) 助教授等 の 中 堅層 を 中 心 に 俸給 月 額 の特 別改善
(2) 教育、 研究指導 の 負 担 の 特 に 大 き い大学院担 当 教官等.. . ・H ・ － － 俸給 の 調整額 の 新 規適 用 文 は調整数 の 引 上げ
(3 ) 管理業務 の 負担 の 大 き い評議員 等 の 教官. . . ・H ・ H ・ H ・ . . . . . ・ H ・ － － …俸 給 の 特別調整 額 の 新規適用
5 昇格制度 の 改善
行政職俸給表ト） 4 紐以上等 （初任 の 級以外 r 1 号俸上位
の 級 ） へ の昇格後 の号俸. . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ － － … . . . ・ H ・ － － … . . . ・ H ・ － － ｛ （平成 4 年度 か ら 漸新的 に 実 施 ）
l所要 の 在職者調整 を実施
一 実 施 時 期
1 平 成 3 年 4 月 1 日 2 及 び 3 以外
2 平 成 4 年 1 月 1 日 扶養手当 と 児童手 当 と の調整措置の廃止、 宿 日 直手 当 の 改定 、 本省庁課長補佐 に対す る
俸 給 の 特別調整額 の 支給、 管理職員特別勤務手 当 の 新設等
3 平 成 4 年 4 月 1 日 昇格制度 の 改善
四 標準生計費算定方 法 の 見直 し
1 2 人～ 5 人世帯 の 推計式の変更 ・ 1 人世帯 の 算 定 の 分離
2 食料費 の算定… . . . ・H ・ － － マ ー ケ ッ ト ・ バ ス ケ ッ ト 方 式 の 廃止
五 今 後 の 課 題
・ 官民給与の 比較方法及 び調整手 当 の 支給割合等配分 の 見直 し に つ い て言及
・ 人材確保 の た め 、 各 省 庁 の 人 材 の 活 用 ・ 勤務環境 の 整備 等 の 重要性 な ど を 指摘
・ 高齢 社会 に対応 し た 人事行政諸施策 に関 し 、 1 年程度 を 目 途 に 基 本的 な 方 向 を策定 す べ く 問題点の把握、 検討
を進 め る 旨表明
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く完全週休 2 日 制 報告 ・ 勧 告 の 骨子＞
〔完全週休 2 日 制 の 内容 〕
① 日 曜 日 及 び土曜 日 は勤務 を 要 し な い 日 と す る 土曜閉庁方式 に よ る 完全週休 2 日 制 を基本 と し 、 交替制等職員
に つ い て は 、 弾力的 な 運 用 が可能 に な る よ う に 措置
② こ の 改定 は 、 平成 4 年度 の で き る だ け 早 い 時期 に 実施
1 完全週休 2 日 制 を め ぐ る 諸情勢
(1) 国全体 の 労働時間短縮 の 推進
0 経済運営 5 カ 年計画 （昭和63年度～平成 4 年度 ） 〔昭和63年 5 月 27 日 閣議決定〕
完全週休 2 日 制 の 普及 を基本 に 、 お お む ね 計画期 間 中 に 週40時 間労働 制 を 実現 し 、 年間総労働 時間
を 1800時間程度 に 向 け で き る 限 り 短縮 : 
公務員 の 週休 2 日 制 の 推進 は 、 完 全週休 2 日 制 への社会的気運 を 高 め る こ と に 資す る も の
(2) 民間事業所 に お け る 週休 2 日 制 の 実施状況 （平成 3 年 4 月 現在 ）
区 分 ｜ 適用 従業員割合 ｜ 実施事業所割合
完全週休 2 日 制相 当 I 58.4% (49 .6% ) I 40. 1 %  (31 .7% ) I （注 l )( ） 内数 は昨年の結果
（注 2 ） 「完全週休 2 日制栂当」 は、 完全週休 2 日制の割合に、 年間休 日数か ら みて完全週休 2 日制に相当す る と 認め ら れ る 割合
を加え た も の
(3) 土 曜 閉 庁 の 定着状況
お お む ね 順調 に 実施 さ れ 、 国民生活 に 定 着
(4) 週40時間勤務制施行 の 実施状況等 （平成 3 年 7 月 15 日 現在 ）
0 非現業国家公務員約50万人 の う ち 、 完 全週休 2 日 制 へ移行で き る と し て 施 行 を 実 施 し な か っ た 職 員 及 び
試 行 を 終 了 し た 職員 （約41 万 人 ） に つ い て は 、 完全週休 2 日 制 ・ 週40時間勤務制 へ の 移行 の態勢 は 整 っ て い
る と 認 め ら れ る
0 試 行 の 実施状況
・ 試行対象職員 （約216,000人 〉
・ 試行終了職員 （約 124, 000人 ）
・ 試行終了 部 門 の 状況 を 全体 と し て み る と 、 試行 は お お む ね 順調 に終了 （試行の実行率 ： 97 . 1 % )
・ 試行実施 中 職員 （約39,000人 ） し ゅ んせつ
・ 国立大学附属病院の職員 ・ 港湾建設局 控諜船の 船員一一現在ま での と こ ろ 、 お お むね順調 に実施
． 国立大学附属学校の 教員一一学校週 5 日 制 の 調査研究 を踏 ま え て で き る だ け 速 や か に 対 応
・ 試行未実施職員 （約53 ,000人 ）
・ 国立病院 ・ 療養所等 の 職員一一本年 9 月 か ら 一部試行実施 の予定。 関係者全体 の努力 に よ り 、
速 や か に 試 行 を 実施 し 、 試 行 を 通 じ て 問 題 点 の 把握 と 対応 策 の 検
討 を 進 め 、 早急 に本格実施への態勢を整え る こ と が必要
(5) 各 界 の 意 見
0 「社会 全 体 の 労働時間短縮 の 流れ を促進す る た め に も 、 公務が完全週休 2 日 制 を 早期 に実現すべ き で あ る 」
と す る 意 見 が大半
(6) 学校週 5 日 制の 検討状況
0 所管省庁 に お いて、 学校週 5 日 制の調査研究校か ら の報告を踏ま え 、 平成 3 年度末ま で に結論が出 さ れ る 予定
2 完全週休 2 日 制 の実施
(1 ) 現行 の 4 週 6 休制 か ら 完全週休 2 日 制 へ移行 さ せ 、 職 員 の 勤務時間 を 1 週間 に つ い て 40 時間 （船員等 に あ っ
て は42時 間 ） に 短縮す る こ と が適 当
完全週休 2 日 制 の 実施 に 当 た っ て は 、 適 切 な 行政 サ ー ビ ス の提供 と 一 層 の 公務能率 の 向 上等 に 努 め 、 国民 の
理解を得 る 努力 を 重 ね て い く こ と が必要
(2) 完全週休 2 日 制 の 実施方法 は 、 日 曜 日 及 び土曜 日 に つ い て は勤務を要 し な い 日 と す る 完 全 週 休 2 日 制 を 基
本 と し 、 そ の た め 、 す べ て の 土曜 日 を 休 日 と す る 完全土曜閉庁 の 導 入 が必要
た だ し 、 交替制等職員 に つ い て は 、 弾 力 的 な 運 用 が で き る も の と す る こ と が適 当
(3 ) 完全週休 2 日 制 は 、 平成 4 年度 の で き る だ け 早 い 時期 に 実施
3 年間総実勤務時間 の短縮 に 向 け て
0 年次休 暇 の 一 層 の 使用 促 進 を 図 る た め 、 年次休 暇 の 円 滑 か っ 効果 的 な 運用 に努力 さ れ る よ う 要請
0 年間総実勤務時間短縮 の 観 点 の ほ か 、 職員 の健康 ・ 福祉 の 面 （特 に 過労死防止） か ら も 、 超過勤務 の な お
一層 の 縮 減 に 努力 さ れ る よ う 要請
4 社会 の 変 化 に 対応 し た 勤務時間 ・ 休暇制度
0 経済社会 や生活構造 な ど の 変化 に 応 じ た 勤務時間 ・ 休 暇制度 の 在 り 方 に つ い て 、 引 き 続 き 検討 （勤務時間
の 弾力化 ・ 新 た な 休暇制度 の 導 入 ）
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く俸 給 表＞
行 政 職 俸 給 表
行 政 職 俸 給 表 ト）
職の級務 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 1 1  級
号 ｛奉 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 停給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
1 1 68 , 000 1 97 , 700 214,300 233 ,400 251 , 700 271 , 900 304 ,600 342 , 300 390 , 200 
2 121 ,000 153 ,  700 173 ,900 205 , 400 222 ,600 241 ,900 260 , 500 281 ,300 316 ,200 354 ,500 404 , 700 
3 124, 900 160 , 300 180 ,000 213 ,300 231 ,000 250 , 400 269 , 500 290 ,800 327, 800 366 , 800 419 ,300 
4 1 29 , 100 167 . 300 1 86 , 300 221 ,600 239 , 200 259 ,000 278, 600 300, 700 339,400 379 .200 434 ,000 
5 133,800 172 , 800 1 93,000 229 , 900 247 ,300 267 ,600 287, 900 310,700 351 , 100 391 ,700 448 ,700 
6 139, 300 177 ,400 200, 400 238 , 100 255 ,400 276 ,300 297, 200 320 , 600 362, 900 404 , 100 463,400 
7 144 ,900 182 , 000 207 , 600 246 ,000 263, 500 285 , 100 306, 700 330, 500 375, 000 4 16 , 400 478 ,400 
8 150,400 186 , 500 2 1 4 ,  700 253 , 900 27 1 ,600 294 , 200 316,300 340,400 387 ,000 428 , 700 493 ,600 
9 1 54 ,600 190,  700 220, 800 261 , 700 279 , 700 303,300 326 ,000 350,300 398, 800 441 , 000 508 , 500 
10 157 ,900 194 , 900 226, 800 269, 400 287 ,800 312,800 335, 600 360 , 200 410,300 453 , 200 523 ,400 
1 1  1 60 ,700 1 99 , 100 232 ,600 277, 100 295, 800 322, 400 345 ,100 370, 100 421 ,300 464 ,000 535 , 100 
1 2  163,400 203 , 300 238, 300 284 ,700 303, 600 332 ,000 354 ,400 380 , 000 432 ,200 474 .ooo I印刷13 165 , 900 207 , 500 243 ,800 292 ,000 311 ,400 341 ,500 363,300 389 ,600 441 ,500 482 , 500 550, 100 
1 4  168, 1 00 210,800 249, 000 299 , 300 319,000 350 , 700 371 , 200 398,900 449 ,200 489, 800 556 ,400 
1 5  1 70, 200 213 ,900 254 ,000 305 , 900 325 ,200 359 , 100 378, 200 406,500 456 ,600 494 ,400 561 , 200 
1 6  1 7 1 , 800 217 , 000 258 ,900 3 1 2 , 300 330 ,900 365 ,900 384, 500 413,600 461 , 900 
1 7  220,000 263 , 400 3 1 6 , 900 336 , 1 00  372 , 300 390, 000 418,300 466, 600 
1 8  222 , 800 267, 200 321 ,000 340,400 376, 900 394, 800 422,800 47_0,900 
19  224 , 800 270, 800 325 ,000 344 ,500 381 ,300 399,300 427,200 
20 273, 700 327, 900 348 ,200 385 ,600 403 , 700 431 ,200 
21 276 ,500 330,800 351 , 500 389, 900 407,700 435,000 
22 279, 200 333,600 354,800 394, 000 4 1 1 , 400 
23 281 ,900 336,500 358, 200 397,800 
24 284,400 339,500 361 ,500 401 ,400 
25 286 ,900 342 ,400 364 ,300 
26 289 ,300 345, 200 367 , 100 
27 291 ,  700 347,600 
28 294 , 1 00  350 ,000 
29 296 , 500 
30 298,800 
3 1  301 , 000 
32 303 ,200 
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行 政 職 俸 給 表 に）
｜＼ 職の級務 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
守Zコ ｛奉 俸給月 額 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円
1 148 ,400 165, 500 181 , 700 205 ,400 232 ,000 
2 108,400 154, 700 170,900 187, 200 2 1 1 , 900 238 ,800 
3 1 1 1 , 800 160,000 1 76 ,300 1 92 ,900 218,400 245 , 700 
4 1 15 , 100 165 ,400 181 ,700 199 , 1 00 224 , 900 253 ,300 
5 1 18 ,200 170 , 200 187 , 100 205,300 231 ,400 261 ,000 
6 1 2 1 , 800 174 ,900 192 , 700 211 , 600 237 ,900 269 , 000 
7 126 ,000 179 , 600 198,600 217 ,400 244 , 1 00  277 ,000 
8 130 , 300 184,300 204,400 223 ,000 249,900 285 , 100 
9 135, 600 189,000 2 10 , 200 228 , 500 255 ,500 293,300 
10 141 ,500 193,800 215 ,800 234,000 261 , 100 301 ,400 
11  148 ,200 198,700 221 , 100 239,000 266 , 700 309,300 
12 154 ,500 203,400 226 ,200 244 ,000 272 ,300 317 , 200 
13 159, 700 208, 100 231 , 300 249 , 000 277 , 900 325 ,000 
14 164 ,  700 212 ,600 236 , 100 254 , 000 283 ,400 331 ,800 
15 169 , 1 00  217 , 100 240,900 259,000 288,800 338,600 
16  173,300 221 ,200 245 , 600 264 , 100 294 , 100 345 ,300 
1 7  177 , 200 225,000 250,500 268 , 600 299 ,300 352 ,000 
18 181 , 000 228 , 700 255 ,500 272 , 900 304 , 100 358 ,000 
19 184, 200 232 , 400 260, 000 276 , 600 308 , 600 363,500 
20 186 , 900 235 ,000 264 ,200 280 , 200 312 ,900 368,500 
21 189 ,600 237 ,300 267 ,400 283, 600 316,800 373 ,400 
22 192 ,300 239 , 600 270,400 286 ,800 320 , 700 377 ,800 
23 195 , 100 241 , 800 273,000 289 , 800 323 ,500 381 , 200 
24 197 '700 243,900 275 ,600 292, 900 326 ,200 
25 200 , 100 246 , 000 278,000 295 , 700 328 ,700 
26 202 ,200 248 , 100 280,400 298,300 331 , 100 
27 204 ,400 250 , 300 282 ,800 300, 800 333 ,500 
28 206 ,500 252 , 500 285 ,  100 303, 100 
29 208,600 254,600 287 , 400 305 ,300 
30 210 , 600 256 ,600 289 ,600 
31 212 ,400 258 , 500 291 , 600 
32 214, 200 260,400 
33 262 ,300 
ワuqo 
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教 育 職 俸 給 表
教 育 職 俸 給 表 ←）
｜＼ 職の級務 1 級
τEコ� 俸 俸 給 月 額
円
1 
2 1 44 , 900 
3 152,400 
4 1 6 1 , 400 
5 1 70 , 700 
6 1 7 7 , 700 
7 184, 700 
8 191 ,700 
9 1 99 ,400 
1 0  207 , 700 
1 1  214 ,200 
1 2  222 , 1 00 
1 3  229,600 
1 4  236,800 
1 5  243,400 
16  249 , 900 
1 7  256 , 000 
1 8  262 , 100 
1 9  268 ,200 
20 274 ,000 
2 1  279 , 700 
22 285 , 200 
23 290,300 
24 295 , 400 
25 299 , 500 
26 303,600 
27 307 , 400 
28 311 , 1 00 
29 313,900 
30 316 ,600 
3 1  319,300 
32 322 ,000 
33 324 , 600 
34 327 ,200 
35 329 , 700 
36 332 , 100 








191 , 100 
199 , 500 
207 , 900 
216 ,300 
224 , 700 
233 ,000 
241 , 400 
249,800 
258 , 500 
267 ,000 
275 , 300 






322 , 800 
329 ,000 
335, 200 





366 , 200 
369 ,800 
373 ,400 
377 , 000 
380, 500 
383 ,900 
387 , 000 
390 , 100 
393 , 100 
報 第326号
3 級 4 級 5 級
俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円
226 , 200 258 ,900 327 , 900 
234 ,600 269, 500 339 ,300 
243 ,200 280 , 100 351 ,000 
252,000 290 , 700 362 , 700 
261 ,400 301 ,400 374, 400 
270, 900 3 1 2 , 200 386 , 100 
280 ,800 323 ,000 397 ,800 
290 , 800 333 , 700 409 , 500 
300,400 344 ,400 421 , 200 
309 , 900 354 , 900 432 ,900 
319 ,400 365 , 1 00 444 , 700 
328 ,900 374 ,500 456 ,600 
338 , 300 383, 700 468 ,600 
347 , 700 392 , 700 480 ,600 
357 , 100 401 ,300 492 ,800 
366 ,000 409, 600 504 ,800 
374,600 4 1 7 , 600 515 ,400 
382 , 900 425 ,600 526 , 000 
390 , 900 433 , 300 536 , 400 
398 , 800 440, 700 546 , 200 
406 , 300 448 , 100 555 , 100 
4 1 3 , 800 455 , 500 561 , 900 
420 , 500 462 , 100 567 , 1 00 
427 , 100 468,600 571 , 900 
431 ,800 474,400 
435 , 600 478, 500 
439 ,400 482 , 200 
443, 200 485 , 700 
446 , 500 
449 , 700 
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｜＼ 警護 1 級
号 俸 俸 給 月 客員 俸
円
1 
2 132 ,500 
3 138 , 500 
4 144 , 900 
5 152 ,300 
6 160,400 
7 1 69,000 
8 175,400 
9 181 ,800 
10 1 88 , 200 
1 1  194,600 
1 2  201 ,000 
13 207 , 700 
14  214 ,700 
1 5  221 , 700 
16 228 ,900 
17 235 ,900 
18 242 , 900 
19  249, 900 
20 256 ,300 
21 262 , 600 
22 268 , 600 
23 274 , 500 
24 280, 400 
25 286,300 
26 292 , 100 
27 297 , 800 
28 303 ,300 
29 308 ,600 
30 3 1 2 , 600 
31 316 ,300 
32 3 1 9 ， 旬。
33 323, 200 
34 326,000 
35 328 , 600 
36 331 , 100 
37 333 , 600 
38 336 , 100 










1 7 2 , 200 







228 , 1 00 




















4 1 0 , 700 
416 ,400 








給 月 客員 俸 給 月 客員
円 円
279, 100 375 , 500 
288, 700 385 , 400 
298 ,200 395, 300 
307, 800 405 , 200 
317 ,400 415 , 100 
327 ,000 425 ,000 
336 ,600 435 , 000 
346, 200 445 , 000 
356 ,000 455 , 200 
365 ,900 465 , 500 
375 , 600 475 , 500 
385 ,300 484 , 900 
394, 500 493, 200 
403, 800 501 ,000 









484 , 200 
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教 育 職 俸 給 表 巳）
＼ 職の務級 1 級 2 級 3 級 4 級
τ区コ5 俸 ｛奉 給 月 客員 俸 キ合 月 客員 俸 給 月 額 俸 給 月 客員
円 円 円 円
1 240,800 37 1 ,300 
2 132 , 500 146,900 250 , 200 380, 100 
3 138, 500 154,  700 259,800 388，制〕O
4 144,900 1 62 ,800 269,400 397 , 700 
5 152,300 1 7 2 , 200 279 , 100 406 ,600 
6 1 60,400 178 ,900 288, 700 4 1 5 , 500 
7 1 69 ,000 1 85 ,600 298 , 200 424 ,400 
8 175 ,400 192,300 307 ,800 433, 100 
9 181 , 700 199, 100 317 ,400 44 1 , 000 
1 0  188 , 000 206, 000 326,900 448, 900 
1 1  1 94 ,000 213 ,000 336,400 456,300 
1 2  200 , 000 220 ,300 345 , 200 463,600 
13 206 , 100 228, 100 354 ,000 469, 700 
1 4  2 1 2 , 700 236, 100 362 ,700 475 ,000 
15 218 ,900 245 , 000 371 ,400 479, 100 
1 6  225 , 100 254, 100 379 , 700 
1 7  231 , 200 263 ,200 387 ,900 
1 8  237 , 200 272 ,400 396, 200 
1 9  243 ,000 281 , 600 404 ,500 
20 248 , 700 290,800 4 1 2 , 600 
2 1  254, 000 300, 200 420 , 200 
22 259, 200 309,400 426,900 
23 264, 000 318,600 433, 200 
24 268 ,600 327 ,800 438,400 
25 272 ,400 336, 100 442, 700 
26 276, 100 344 , 200 446 ,400 
27 279 ,400 352 ,300 449 ,600 
28 282 ,300 360, 100 452 ,600 
29 284 , 900 367 ,600 
30 287 ,400 374 , 600 
31  289 , 700 381 ,400 
32 292 , 100 388 ,000 
33 294 ,200 394 ,000 
34 400 ,000 
35 405 , 200 
36 409 , 700 
37 414 ,000 




医 療 職 俸 給 表
医 療 職 俸 給 表 に）
職の級務 1 級 2 級
号 俸 俸給月 額 俸給月 額
円 円
1 
2 125 , 100 1 58 ,400 
3 130, 200 164 ,400 
4 136 ,400 1 70 ,400 
5 142, 700 1 76',400 
6 149, 500 182,500 
7 156, 200 188,600 
8 162, 200 194,  700 
9 168 , 000 201 ,300 
1 0  173, 100 208 ,200 
1 1  1 7 7 , 900 2 1 5 , 000 
1 2  182,500 221 , 200 
1 3  186 , 900 227 , 300 
1 4  190, 900 233,300 
1 5  195, 100 239, 000 
1 6  199,300 244,500 
1 7  203 ,500 249 , 700 
18 207 ,  700 254,800 
19  21 1 , 100 259, 600 
20 214, 100 264 , 200 
21  217 ,000 267 , 800 
22 219,400 270 ,600 
23 22 1 ,400 273 ,400 
24 276 , 000 
25 278 ,500 











1 9 1 , 900 
1 98 , 800 
206,400 
2 1 4 , 000 
221 ,  700 
229,500 
237 , 400 
245 , 300 
253 , 200 
261 , 100 
268,900 
276 , 700 
284 , 500 
292 , 100 










341 , 400 
344, 200 
346 , 700 
349, 100 
報 第326号
4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月額 俸給月 額
円 円 円 円 円
207 , 500 241 ,800 281 ,200 314 ,500 379 , 200 
215 ,200 250 , 700 290 ,600 326 ,000 391 , 500 
223,000 259, 700 300 ,200 337 ,600 404, 000 
230,900 268, 700 309 ,800 349, 300 4 1 6 ,800 
239 ,000 277 , 700 319,400 361 ,000 429 , 700 
247 , 100 286 ,700 329 , 100 372 ,900 442 ,600 
255 , 200 295 ,900 338,900 385 , 100 456,000 
263 ,400 305 , 200 348,800 397 ,200 469,900 
271 ,600 314,600 358,900 409 ,200 483, 300 
279,900 324 , 100 369 , 100 420 ,600 496 ,300 
288 ,200 333, 700 379, 200 431 ,900 504, 200 
296 ,400 342 ,900 389,000 441 ,500 5 1 1 ,400 
304 ,500 351 ,800 398,500 449, 200 518 ,200 
312,400 360, 200 406 ,300 456 ,600 524 , 700 
320,300 367 , 200 413,500 464,000 530,200 
326 ,400 374 ,000 418,300 468 ,600 534 ,700 
332,300 379 ,800 422,800 472 , 900 
338 , 1 00 385 ,300 427 ,200 
342 ,400 389,900 431 ,200 
346 ,600 394, 200 435 ,000 
350 ,600 398,400 
354,300 402 ,200 
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医 療 職 俸 給 表 （ヨ
1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級




















141 , 900 
147 ,400 
153,000 
160 ,  700 
168 , 300 
175 ,900 
1 80 ,900 
185 ,900 
190 , 800 
195 , 700 
200 , 500 
205 ,400 
210,600 











267 , 700 
27 1 ,300 
274 , 200 
277 , 000 
279 , 700 
282 ,400 
285 ,000 





161 , 700 
169, 300 





203 , 200 
209, 800 
216 ,400 
222 , 900 
229, 200 
235 , 500 
241 , 800 
248 , 100 
254, 400 
260 , 600 
266 , 300 
271 ,900 
277 , 500 
282 , 900 
288, 300 
293, 700 
299 , 100 
304 , 500 
309 ,300 
313,  700 
318, 1 00 
320, 900 
323 , 700 
326 , 400 
329 , 100 
331 , 800 
334 , 200 
336 , 600 
339 , 000 























344, 1 00 
349,500 
















269 , 600 
277 , 000 
284,600 
292 , 100 
299 , 600 
307 , 100 
314 ,600 
322 ,000 









380 , 100 
383, 500 
386, 500 






















































































375 , 200 
387 ,300 
399, 300 
4 1 1 ,200 
423 ,000 
434 ,800 







492 , 200 
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指 定 職 俸 給 表
号 俸 俸 給 月 客員
円
1 5 4 1 • 0 0 0 
2 5 9 9 • 0 0 0 
3 6 6 6 .  0 0 0 
4 7 3 9 '  0 0 0 
5 7 9 6 ' 0 0 0 
6 8 5 5 ' 0 0 0 
7 9 3 4 .  0 0 0 
8 1 ' 0 1 2 ' 0 0 0 
9 1 ' 0 8 7 ' 0 0 0 
1 0 1 1 6 3 ' 。 。 。
1 1 1 2 3 2 ' 。 。 。
1 2 1 2 5 7 ' 0 0 0 
（備考） 各俸給表の備考 は 、 現行 ど お り と す る 。
口HU
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＇＂＂®＠岨咽＠揮官＿，，.晒
主 要 行 事
本 部 ｜ 8 月 5 日 第 4 回 大学教育改善検討委員会
6 日 国立大学協会第 I ， 第 6 常置委員会 合 同 会
7 月 2 日 人事関係事項説明聴取 （於 ： 文部省） 議 （於 ： 学士会 館 ）
4 日 第 3 回事務協議会 19 日 富山大学公開講座 （ ジ ョ ギ ン グ ・ ラ ン ニ ン
5 日 全 国公務員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 共 同 行事富 山 グ コ ー ス ） （～9/7) 
地 区運営委員会 21 日 平成 4 年度大学入学者選抜大学入試セ ン タ ー
（於 ． 中部運輸局 富 山 陸運 支 局 ） 試験入試担 当 者連絡協議会 （東海 ・ 北陸 ）
9 日 第 2 回 発明委員会 （於 ： 高志会館〉
9 ～ 11 日 平成 4 年度概算要求 ヒ ア リ ン グ （於 ． 文部省） 22～23 日 第24回東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区経理系部 長 会
10 日 人事関係事項事務局長懇談 （於 ： 文部省） 議 （於 ： 富山大学）
第41 回北陸三県大学学生交歓芸術祭運営委
員会 （於 ： 黒 田 講 堂 ）
11 日 富 山 地区国立学校等 人事担当 課長会議
（於 ： 国立立山少年 自 然 の 家 ） 7 月 3 日 学部教務委員会
13 日 平 成 3 年度富山大学温窓会総会 10 日 人文科学研究科教務等検討委員会
親和会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 教授会
14 日 第43回北陸地区国立大学体育大会開会式 教授会 （人事〉
（於 ： 福井大学 ） 人文科学研究科委員会
15 日 第 3 回補導協議会 真率会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン （ ビ ア ・ パ ー テ ィ ）
16 日 第 1 回廃液処理施設運営委員会 15 日 学部予算委員会
第 4 回 入学試験管理委員会 係長会議
第 4 回 国際交流委員会留学生部会 17 日 教授会
17 日 部課長会議 学部拡大教務委員会
18 日 教室系技術職員待遇改善検討会 19 日 係長会議
第 1 回情報処理 セ ン タ ー 運営委員会 22 日 学部特別昇給委員会
18～22 日 富 山大学公 開講座 （硬式 テ ニ ス コ ー ス ） 31 日 大学説明 会
19 日 第 6 回 評議 会
第 2 回 部局長懇談会 教 育 学 部 ｜
第 1 回 国 際交流委員会
22 日 第 3 回 大学教育改善検討委員会 7 月 3 日 学部教務 ・ 補導合 同委員会
23～25 日 平成 3 年度富 山 大学技術職員研修 学部教務委員会
24 日 第 1 回 組換 え D N A 実験安全委員会 人事教授会
24～26 日 平成 3 年度厚生補導研究協議会 （於 ： 国 立 4 日 学部予算委員会
オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総合 セ ン タ ー ） 自 然観察実習 セ ン タ ー運営委員会 （持ち回 り ）
25 日 第 2 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会 5 日 学部将来計画委員会
26 白 五福地区構 内 清掃 大学院設置準備委員会
31 日 平成 4 年度富山大学入学試験 に 関 す る 高等 9 日 学部予算委員会
学校 と 大学 と の 懇談会 10 日 学部教務委員会
平成 3 年度富 山 大学説明 会 教授会
39 
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18 日 附 属 小学校第 1 学期 終業式 31 日 学部親睦会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
附属 幼稚園第 1 学期 終業式 （於 ： 芦原温泉） （～ 9 月 1 日 ）
19 日 学部補導委員会
19～20 日 日 本教育大学協会家庭科部門北陸地区研究 理 A子主I与み 部
協議会 （於 ： 金沢大学）
20 日 附属 中 学校第 1 学期終業式 7 月 3 日 学部教務委員会
附属 養 護学校第 l 学期終業式 大学院構想懇談会
22 日 学部補導委員会 （持 ち 回 り ） 学科主任会議
23 日 学部将来計画委員会 10 日 教授会
24 日 学部教務委員会 理学研究科委員会
人事教授会 人事教授会
教授会 真率会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン （ ビ ア ・ パ ー テ ィ ）
25 日 学部予算委員会 15 日 係長会議
大学院設置準備委員 会 17 日 教育改革問題等懇談会
26 日 学部将来計画委員会 19 日 係長会議
29～30 日 全国 国立大学附属幼稚園教育研究集会 23 日 教育改革問題等懇談会
（於 ： 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル ） 31 日 大学説明会
31 日 学部説明 会 8 月 1 日 学部教務委員会
8 月 学部図書委員会
24～25 日 呉 山 会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン （於 ： 和倉温泉） 9 日 学部補導委員会
30 日 附属小学校第 2 学期 始業式 29 日 学科主任会議
31 日 附 属 中学校第 2 学期始業式
工 注弓品t
経 済 学 部 ！
7 月 1 日 係長連絡会
7 月 1 日 日 本海経済研究所運営委員会 3 日 編 入学試験
3 日 学部入学方法検討委員会 4 日 工学部温交会幹事会
財務委員会 係長連絡会
係長会議 9 日 学部運営委員会
8 日 夜 間主 コ ー ス 運営委員会 10 日 拡大教務委員会
係長会議 学部教務委員会
10 日 学部教務委員会 12 日 学部教務委員会
人事教授会 16 日 学部入学試験検討委員会
教授会 学部教育用 端末機利 用委員会
13 日 授業終了 （ 3 、 4 年生 ） 17 日 教授会
15 日 係長会議 専任教授会
17 日 授業終了 （夜間主 コ ー ス 2 年生 ） 工学研究科委員会
18 日 学部留学生委員会 19 日 紀要委員会
25 日 授業終了 （大学院経済学研究科） 編 入学試験合格者発表
31 日 学部教務委員会 と 大学教育改善検討委 員 会 23 日 拡大教務委員会
委員 と の 臨時合同 委員会 選考委員会
8 月 26 日 係長会議 25 日 工学研究科委員会
- 40 -
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29 日 工学部温交会 レ ク リ ェ ー シ ョ ン
31 日 博士課程設置準備委員会
工学部説明 会




2 日 北陸信越工業教育協 会 富 山 県支部総会 及 び







27 日 第 四回北陸＝大学工学部 ス ポ ー ツ 交歓会
（於 ． 金沢大学）
教 養




16 日 特昇そ の他給与 に 関 す る 委員 会
18 日 将来計画委員会
夏季休業 （～ 9 月 1 日 ま で ）








8 月 30 日 将来計画委員会
幸良 第326号
附 属 図 書 館
7 月 4 日 係長連絡会
16 日 第 1 図 書香編集委員会
18 日 第 3 回 附属 図書 館商議会
8 月 2 日 係長連絡会
27 日 係長連絡会
水素同 位体機能研究 セ ン タ ー
7 月 29 日 平成 3 年度第 2 回水素同 位体機能研究 セ ン
タ ー 運営委員会
8 月 29 日 平成 3 年度第 2 回水素同 位体機能研究 セ ン
タ ー 専門委員会
地域共 同研究セ ン タ ー ｜ 
7 月 12 日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会
8 月 1 日 第 5 回経営者研究者交流会実行委員会
（於 ： 富 山技術開発財団 ）
2 日 北陸工業協会関係者視察
12 日 地域共 同 研究 セ ン タ ー 運営委員会
23 日 鳥取県関係者視察
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